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 【研究の概要】 

 2022年（令和４年）から高等学校で実施される新科目「歴史総合」で求められる、生徒が公

民としての資質・能力を育むための授業を先行して実施することで、地理歴史科の授業の充実

を図る。 

 系統的かつ総合的に歴史的事象を捉え、生徒が問いを表現し、歴史の見通しをもって学習す

ることを重視する単元の構想例及び授業展開例を示すとともに、多面的・多角的に考察したり

構想したりする際の根拠となる資料を効果的に活用する方法を明らかにするものである。 
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Ⅰ 研究主題 

新科目「歴史総合」における歴史的な見方・考え方を働かせる学習指導に関する研究 

 －生徒が問いを表現し、資料を活用して追究する授業の在り方について－ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

   令和４年度から地理歴史科の新科目である「歴史総合」が始まる。高等学校学習指導要領解説地理

歴史編（平成 30年７月、以下「解説」（2018）という）では、「歴史総合」は単に世界史と日本史の内

容を融合・統合させた科目ではなく、歴史的な見方・考え方の働かせ方や主体的・対話的で深い学び

の視点、いわゆる学習方法の視点を重視した科目であることが示されている（1）。 

しかし、平成 30年度の岩手県教育委員会の調査によれば、高等学校歴史教育においては、教員によ

る知識の伝達や教え込みに主眼を置く通史学習が定着しており、生徒が問いを表現し、自分たちとの

関わりの中から歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想する場面が少ないのが現状で

ある。また、思考力、判断力、表現力等を身に付ける際の根拠となる資料の扱いについても、授業の

導入時に生徒の興味・関心を引き出すための手段として提示するに留まっているケースが多い（2）。国

立教育政策研究所教育課程研究センターの調査（2015）によると、世界史や日本史の学習は大切だと

いう回答が増加してはいるものの、近現代史の学習の定着状況は低く、テーマを設けて話し合ったり、

または考えたり調べたりする学習が十分に行われていないという報告もされている。 

こうしたことから、資料の活用を中心とする効果的な学習活動を通して概念的な知識を習得する授

業構想の必要性が高まっているとともに、中学校歴史的分野で身に付けてきた諸概念の系統性を視野

に入れ、生徒自らが歴史的な見方・考え方を働かせて、歴史的事象を考察・構想する歴史の学び方を

習得していくことが望まれる。 

そこで本研究では、開国や国民国家の形成など世界と日本の結びつきが強まり、科目としての特徴 

が顕著である「歴史総合」の大項目Ｂ「近代化と私たち」に焦点をあてる。具体的には 19世紀後半か 

ら 20世紀初頭における、世界とその中の日本を広く相互的に捉え、資料の解釈によって社会的事象 

の見方・考え方を働かせる事例を取り上げる。そこで第１に、生徒が問いを表現し、歴史の見通しを 

もって学習することを重視した単元の構想例を示す。第２として、生徒が資料の活用を通して歴史的 

事象を多面的・多角的に考察したり構想したりする場面を設定した授業展開例を提示する。その際、 

中学校での学習成果を踏まえ、資料活用の重要性を生徒自らが認識し、主体的・対話的で深い学びに 

つながる学習を実践し、大項目Ｃ及びＤの学習の基盤となる歴史の学び方を習得することを目指し、 

新科目「歴史総合」の学習の充実を図るものとする。 

 

                                                      

（１）「解説」（2018）の「歴史総合」の目標（１）では、「近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広

く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する」こととした。また（２）では「事象の意味や

意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角

的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を養う」こととされた。 

（２）平成 30年度岩手県高等学校１年・２年意識調査結果報告において、「地歴公民で、資料を活用しながら、まとめたり発表した

りする学習活動を行っていますか」という項目についての肯定的な回答は、昨年度までの三か年で 41.6％(H28)、47.2％(H29)、 

54.3％(H30)となっており改善の傾向が見られる一方で、まだ半数近い生徒が否定的な意見をもっている。 
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Ⅲ 研究の目的 

高等学校地理歴史科の新科目である「歴史総合」において、生徒の公民としての資質・能力を育む

ための授業の在り方を示すことで、地理歴史科の授業の充実に資する。 

 

Ⅳ 研究の目標 

高等学校地理歴史科の「歴史総合」において、系統的かつ総合的に歴史的事象を捉え、生徒自らが

問いを表現し、課題意識をもちながら取り組む単元の構想例と、多面的・多角的に考察したり構想し

たりする際の根拠となる資料を効果的に活用する授業展開例を示す。 

 

Ⅴ 研究の見通し 

  本県の歴史科目（日本史・世界史）の授業を担当する教員を対象に、歴史科目の授業づくりや「歴

史総合」を意識した授業の在り方についての質問紙調査を実施し、授業構想に関する現状や授業を実

践する上での課題を明らかにする（６月）。その調査結果を踏まえ、「歴史総合」における大項目Ｂ「近

代化と私たち」において、学習課題の設定と生徒の問いの表現を重視した単元構想や資料の活用を通

して生徒が多面的・多角的に考察したり構想したりする場面を設定した授業の在り方について検討す

る。その上で生徒が見通しをもち、主体的・対話的で深い学びにつながる学習内容や学習方法を取り

入れた授業を実践する（８～10 月）。その際の生徒に対する授業前後のアンケート調査（８～10 月）

を踏まえ、授業構想や実践の分析・考察を行い、効果を検証する。 

 

Ⅵ 研究構想 

１ 新科目「歴史総合」について 

（１）新科目「歴史総合」の設置の背景 

令和４年度から始まる新学習指導要領の下で、地理歴史・公民科の科目構成は大きく変わるこ 

ととなり、新科目「歴史総合」は必履修科目として位置付けられた。この改訂は、平成 28年 12 

月の中央教育審議会答申（以下、「答申」（2016）という）を踏まえたもので、この「答申」（2016） 

では、小・中・高等学校を通じた社会科、地理歴史科、公民科の「内容の見直し」について示さ 

た。その中で、平成 20、21年改訂の学習指導要領における小・中・高等学校を通した社会科、地 

理歴史科、公民科の成果と課題は次のとおり指摘された。 

（１）①現行学習指導要領の成果と課題 

○ 社会科、地理歴史科、公民科においては、社会的事象に関心を持って多面的・多角的に

考察し、公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方や考え方を成長させること等に

重点を置いて、改善が指摘されてきた。一方で、主体的に社会に参画しようとする態度や、

資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについて比較したり関連

付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分であることが指摘さ

れている。また、社会的な見方や考え方については、その全体像が不明確であり、それを

養うための具体策が定着するには至ってないことや、近現代に関する学習の状況が低い傾

向にあること、課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分に行われて

いないこと等も指摘されている。 

○ これらの課題を踏まえるとともに、これからの時代に求められる資質・能力を視野に入
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れれば、社会科、地理歴史科、公民科では、社会との関わりを意識して課題を追究したり

解決したりする活動を充実し、知識や思考力等を基盤として社会の在り方や人間としての

生き方について選択・判断する力、自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉

えて現代的な諸課題を歴史的に考察する力、持続可能な社会づくりの観点から地球規模の

諸課題や地域課題を解決しようとする態度など、国家及び社会の形成者として必要な資質・

能力を育んでいくことが求められる。 

                               （「解説」（2018）p.６） 

    ここで課題として挙げられている点をまとめると次の５点が指摘されていることが分かる。 

・主体的に社会の形成に参加しようとする態度が不十分なこと 

・資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについて比較したり関連付

けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分なこと 

・社会的な見方・考え方の全体像が不明確で、それを養うための具体策が定着するには至って

いないこと 

・近現代に関する学習の定着状況が低い傾向にあること 

・課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分に行われていないこと 

こうした課題を踏まえて、これからの時代に求められる資質・能力として挙げられている点を 

まとめたものが次の３点である。 

・知識や思考力等を基盤として社会の在り方や人間としての生き方について選択・判断する力 

・自国の動向とグルーバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に考察す

る力 

・持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態度 

    「これからの時代」とは、Society5.0と呼ばれる未来社会、情報化やグローバル化が更に加速 

する社会、新型コロナウィルス感染症の拡大に伴う新しい生活様式が伴う社会等、これまで以上 

に急速な社会の変化が起きる、まさに予測困難な時代であると考えられる。授業者は、こうした 

時代に求められる資質・能力を育成するために、「歴史総合」の趣旨からこれまでの授業の在り方 

をどのように改善していくべきかを読み取る必要がある。 

 

（２）「歴史総合」の目標における「見方・考え方」の位置付け 

今回の改訂で新科目となった「歴史総合」の科目としての性格は、「解説」（2018）において、 

次のように示されている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中における日本を広く相互的な視

野から捉え、資料を活用しながら歴史の学び方を習得し、現代的な諸課題の形成に関わる近現

代の歴史を考察、構想する科目                  （「解説」（2018）p.123） 

 「歴史総合」の目標は、柱書として示された目標と、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表 

現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の三つの柱に沿ったそれぞれ（１）から（３） 

までの目標から成り立っている。そして、これら（１）から（３）までの目標を有機的に関連付 

けることで、柱書として示された目標が達成されるという構造になっており、次頁の【図１】の 

ように示されている。 
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【図１】「歴史総合」目標 ※「解説」（2018）より抜粋 

今回の改訂では、全ての教科等において各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすものが「見 

方・考え方」であり、教科等の学習と社会をつなぐものである、として整理されており、「歴史総 

合」においては、「社会的事象の歴史的な見方・考え方」として示されている。「見方・考え方」 

が柱書に記されているのは、３つの資質・能力の全体に関わるものであることを意味している。 

 「知識及び技能」に関わるねらいでは、資料の有効な活用が「知識及び技能」を習得する手立 

てとなる。「思考力、判断力、表現力等」に関わるねらいのうち、思考力、判断力の育成について 

は、「社会的な事象の歴史的な見方・考え方」を働かせて、考察・構想に向かうために適切な課題 

（問い）を設定することが有効な手立てとなる。また、表現力については、自分の考えを論理的 

に説明したり、他者の主張を踏まえて取り入れたりするなどして自分の考えを再構築させる活動 

が求められる。「学びに向かう力、人間性等」に関わるねらいでは、生徒自らが関心をもって学習 

に取り組むことへの手立てが必要であり、課題への見通しをもたせ、振り返りの学習を設定する 

ことが学びに向かう力の育成につながる。 

本研究においては、「歴史総合」の目標を踏まえ、「見方・考え方」を働かせ、３つの資質・能 

力の育成につながる学習指導案の構想、授業実践を提案する。 

 

 

 

柱   書 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通し

て、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社

会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

資質・能力の三つの柱に沿った目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

（１）近現代の歴史の変化に

関わる諸事象について、世

界とその中の日本を広く

相互的な視野から捉え、現

代的な諸課題の形成に関

わる近現代の歴史を理解

するとともに、諸資料から

歴史に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べ

まとめる技能を身に付け

るようにする。 

（２）近現代の歴史の変化に

関わる事象の意味や意義、

特色などを、時期や年代、推

移、比較、相互の関連や現在

とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多

面的・多角的に考察したり、

歴史に見られる課題を把握

し解決を視野に入れて構想

したりする力や、考察、構想

したことを効果的に説明し

たり、それらを基に議論し

たりする力を養う。 

（３）近現代の歴史の変化に

関わる諸事情について、よ

りよい社会の実現を視野に

課題を主体的に追究、解決

しようとする態度を養うと

ともに、多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養

される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する

愛情、他国や他国の文化を

尊重することの大切さにつ

いての自覚などを深める。 
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（３）「見方・考え方」と学習指導の手立て 

改訂前の学習指導要領で、「全体像が不明確であり、それを養うための具体策が定着するには 

至っていない」として課題とされた「社会的な見方・考え方」については、「答申」（2016）にお 

いて次のようにまとめられた。 

（１）③社会科、地理歴史科、公民科における「見方・考え方」 

〇 「社会的な見方・考え方」は、課題を追究したり解決したりする活動において、社会的

事象等の意味や意義、特色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を把握して、

その解決に向けて構想したりする際の視点や方法であると考えられる。（中略）中学校社

会科、高等学校地理歴史科、公民科においても、校種の段階や分野・科目の特質を踏まえ

た「見方・考え方」をそれぞれ整理することができる。その上で、「社会的な見方・考え

方」をそれらの総称とした。 

〇 こうした「社会的な見方・考え方」は、社会科、地理歴史科、公民科としての本質的な

学びを促し、深い学びを実現するための思考力、判断力の育成はもとより、生きて働く知

識の習得に不可欠であること、主体的に学習に取り組む態度や学習を通して涵養される

自覚や愛情等にも作用することなどを踏まえると、資質・能力全体に関わるものであると

考えられる。 

         （「解説」（2018）p.７）※下線は筆者 

これを踏まえ、「社会的な見方・考え方」は、地理領域科目、歴史領域科目、公民科目の各科目

の特性に応じて整理され、歴史領域科目では、「社会的事象の歴史的な見方・考え方」として、「社

会的事象を時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり事象同士を因果関係

などで関連付けたりし」て働くものとされている。「社会的な見方・考え方」を科目ごとにまとめ

たものが、下の【図２】である。 

【地理歴史科】 【公民科】 

＜地理総合＞＜地理探究＞ ＜歴史総合＞ 

＜日本史探究＞ 

＜世界史探究＞ 

＜公共＞＜倫理＞ 

＜政治・経済＞ 

社会的事象の地理的な見

方・考え方 

社会的事象の歴史的な見

方・考え方 

人間と社会の在り方についての

見方・考え方 

社会的事象を位置や空間的

な広がりに着目して捉え、

地域の環境条件や地域間の

結びつきなどの地域という

枠組みの中で、人間の営み

と関連付けること 

社会的事象を時期、推移な

どに着目して捉え、類似や

差異などを明確にしたり、

事象同士を因果関係などで

関連付けたりすること 

社会的事象等を倫理、政治、法、

経済などに関わる多様な視点

（概念や倫理など）に着目して

捉え、よりよい社会の構築や人

間としての在り方生き方につい

ての自覚を深めることに向け

て、課題解決のための選択・判断

に資する概念や理論などと関連

付けること 

【図２】地理歴史科、公民科における見方・考え方のまとめ ※「答申」（2016）添付資料３－４ 

に基づき筆者作成 
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「社会的事象の歴史的な見方・考え方」の視点、つまり「どのような視点で歴史的事象を捉え、 

どのような考え方で思考していくか」は、歴史的事象の原因や理由、結果や影響を推測し、解決 

に向けて見通しをもつことにつながると考えられる。したがって、「社会的事象の歴史的な見方・ 

考え方」を働かせる授業づくりを発想することは、学習者を「深い学び」へ導くための核心とな 

る。 

中央教育審議会における審議では、視点を生かした考察や構想（選択・判断）に向かう「問い」 

の例なども整理された。下の【表１】に示すのは、「歴史総合」における例である。 

【表１】社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて考察や構想に向かうための課題（問い）

の例 

＜課題（問い）の設定の例＞ 

〇時系列に関わる問い 

【時期や年代】 

「それはいつの出来事だろうか、同じ時期に他の地域ではどのようなことが起こっていた

だろうか」 

【過去の理解】 

「当時の人々はなぜそのような選択をしたのだろうか（現代とはどのような異なる時代背

景があったと考えられるだろうか）」（【歴史と現在】と共有される問い） 

〇諸事象の推移に関わる問い 

【変化と継続】 

「このことで何を変えようとしたのだろうか、何が変わったのだろうか、何が変わらなかっ

たのだろうか」 

〇諸事象の比較に関わる問い 

【類似と差異】 

「その事象と他の事象を比較すると、どのような共通点と相違点を見いだすことができる

だろうか」 

【意味や意義と特色（特徴）】 

「その事象は、当時どのような意味をもっていたのだろうか」 

〇事象相互のつながりに関わる問い 

【背景や原因】 

「なぜ、その事象は起こったのだろうか」 

「あなたは、その事象が起こった最も重要な原因は何だと考えるか」 

【影響や結果】 

「同じ時期に共通する特徴をもった事象が複数起こったのはなぜだろうか」 

〇現在とのつながりに関わる問い 

【歴史と現在】 

「過去の事象と類似した現代の事象は何だろうか」 

【歴史的な見通し、展望】 

「この事象は、後の人々にどのような考えや課題をもたらすと考えられるか」 
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【自己との関わり】 

「この事象を学ぶことは、あなたにとってどのような意味があると考えるか」 

＜課題（問い）の追究を促す資料の活用の例＞ 

「内容、登場する人物、日付や時期、資料の出典などから推察できる留意点は何だろうか」 

「この資料中に描かれた説明の背後にはどのような意図があると考えられるだろうか」 

                       （「解説」（2018）pp.132-134） 一部抜粋 

「解説」（2018）で示された例のように、社会的事象について追究しようとする視点から問い 

が生まれ、生徒は問いを基に歴史的事象を考察・構想する。その際に、必要となるのが資料の活

用であり、問いの形成と資料の追究は不可分である。 

これまでの歴史科目の授業は、知識の伝達が中心で一方向による講義形式が多かったと言わざ 

るを得ず、「答申」（2016）で指摘された５点の課題もそうした背景から挙げられており、現在は 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が進められているところである。 

令和４年度から始まる「歴史総合」は、科目の目標や性格から見ても知識の伝達や教え込みの 

みに主眼を置く通史学習の授業では成り立たないことは明らかである。しかしながら、そのこと

を理解しながらも、具体的にどのような授業を行うのかとなると、現段階では不透明なことも多

い。 

教科書等が明らかになっていない現段階で、「歴史総合」の授業を実践することは手探り状態で

はあるが、今回の新学習指導要領の地理歴史科における大幅な科目変更を機に、歴史科目は暗記

中心の授業から脱却し、生徒の主体的・対話的で深い学びへと転換を図る必要がある。 

そこで、本研究では、「歴史総合」の授業を想定して、２人の研究協力員に授業実践を行ってい

ただき、どのような学習指導の手立てによって生徒が歴史的な見方・考え方を働かせ、主体的・

対話的で深い学びに導かれるのかを示す。 

 

２ 「歴史総合」の内容と授業のポイント 

（１）大項目・中項目の構成     

大項目 中項目 

Ａ 歴史の扉 （１）歴史と私たち 

（２）歴史の特質と資料 

Ｂ 近代化と私たち （１）近代化への問い 

（２）結びつく世界と日本の開国 

（３）国民国家と明治維新 

（４）近代化と現代的な諸課題 

Ｃ 国際秩序の変化や大衆化と私たち （１）国際秩序の変化や大衆化への問い 

（２）第一次世界大戦と大衆社会 

（３）経済危機と第二次世界大戦 

（４）国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題 

Ｄ グローバル化と私たち （１）グローバル化への問い 

（２）冷戦と世界経済 

（３）世界秩序の変容と日本 

（４）現代的な諸課題の形成と展望 

【図３】「歴史総合」の大項目・中項目 ※「解説」（2016）に基づき筆者作成 
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「歴史総合」は、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察・構想する科目である。  

そのために、歴史を学ぶ意義や歴史の学び方を考察する大項目Ａ「歴史の扉」と、近現代の歴史

の大きな変化に着目した大項目Ｂ～Ｄの４つの大項目によって構成されている。この中で、「私

たち」、「問い」、「現代的な諸課題」はキーワード的に使用されている語句であり、前項の【図３】

の中では下線で示した。 

大項目Ｂ～Ｄの名称は「〇〇と私たち」というタイトルで統一され、中項目Ｂ～Ｄ（１）では 

「〇〇への問い」と提示されており、「歴史総合」の授業は、「私たち」である生徒自身の「問い」

を基にして課題を探究する過程を重視する構成となる。次に中項目（２）、（３）で現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の歴史の理解を行い、終わりの中項目（４）では、「〇〇と現代的な諸課

題」として、それまでの歴史学習の成果を「現代的な諸課題」と結び付けて考察、構想できるよ

うに編成されている。 

大項目Ｂ～Ｄでは、社会的事象の歴史的な見方・考え方や資料の取り扱いに関する基本的な技 

能を活用して、生徒が資料から問いを表現し、自ら学習を深めることができるようにそれぞれ中

項目（１）～（４）が設定されている。 

  【中項目（１）の学習の特徴（身近な資料から考察する、過去への問い）】 

    大項目Ｂ～Ｄの中項目（１）では、生徒にとって身近な生活や社会の変化を表す資料を取り上 

げて、情報を読み取ったりまとめたりして資料を活用する技能を身に付けるとともに、歴史の変 

化に伴う生活や社会の変容について考察し、生徒が問いを表現する。「問いを表現する」について 

は、「解説」（2018）において、次のとおり示されている。 

問いを表現するとは、資料から、生徒が情報を読み取ったりまとめたり、複数の資料を比較

したり関連付けたりすることにより、興味・関心をもったこと、疑問に思ったこと、追究した

いことなどを見いだす学習活動を意味している。 

                         ※下線は筆者（「解説」（2018）p.129）  

  生徒が「問いを表現する」ことは、生徒が資料から課題を見いだし、自ら学習を深めることで 

あり、中項目（２）～（４）の学習の見通しにもつながるものであると捉える。 

【中項目（２）及び（３）の学習の特徴（主題を踏まえた考察と理解）】 

中項目（２）及び（３）では、中項目（１）の生徒が表現した問いを踏まえたり、表現した問 

いと関連づけたりして主題を設定する。授業においては、教師が段階的に課題（問い）を設定し 

課題（問い）について資料を活用して考察しながら進められる。 

  【中項目（４）学習の特徴（歴史の大きな変化と現代的な諸課題）】 

    大項目Ｂ及びＣの中項目（４）では、中項目（１）～（３）までの学習内容を踏まえ、「自由・ 

制限」、「平等・格差」、「開発・保全」、「統合・文化」、「対立・協調」などの観点を活用して主題 

を設定し、現代的な諸課題の形成に関わる歴史を考察し、表現する。また、Ｄ（４）では、生徒 

が主題を設定し、諸資料を活用して探究する活動を通し、考察・構想する。 

    

（２）小項目の設定 

新学習指導要領では、資質・能力の三つの柱に沿って「ア 知識及び技能」と「イ 思考力、 

判断力、表現力等」に関わる事項が示されており、これらを身に付ける学習が一体となって展開 

され、深い学びに至ることが重要とされている。そのため、「歴史総合」の学習では、ア（ア）と 

イ（ア）の事項、ア（イ）とイ（イ）の事項のように、各中項目内で対応する「知識及び技能」、
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「思考力、判断力、表現力等」の事項が一体となり、それぞれ一つの学習のまとまりを構成して

いる。このまとまりのことを「小項目」としている。 

   本研究において、授業実践で行う項目は、次のとおりである。 

大項目･･･Ｂ 近代化と私たち 

中項目･･･（３）国民国家と明治維新 

小項目･･･ア（イ）、イ（イ） 

 

 

【図４】「歴史総合」大項目Ｂ、中項目（３）の小項目 ※＜ａ＞～＜ｅ＞及び下線は筆者 

ア（イ）「知識及び技能」とイ（イ）「思考力、判断力、表現力等」が、１つの学習のまとまり 

で小項目となっており、学習内容と学習過程の構造は、次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究の授業実践（全４時間）では、学習指導要領の学習内容と学習過程の構造を踏まえ、生 

徒が問いを表現する中項目（１）及び現代的な諸課題を追究したり考察したりする中項目（４） 

諸資料を活用し、課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識を身に付けること。 

 （ア）18 世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向、日本の明治維新や大日本帝国

憲法の制定などを基に、立憲体制と国民国家の形成を理解すること。 

 （イ）＜ａ＞列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、＜ｂ＞列強の帝国主

義政策とアジア諸国の変容を理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）国民国家の形成の背景や影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の

国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、政治的変革の特徴、国民

国家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的に考察し、表現すること。 

 （イ）＜ｃ＞帝国主義政策の背景、帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響などに着

目して、＜ｄ＞主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に

関連付けたりするなどして、＜ｅ＞帝国主義政策の特徴、列強間の関係の変容などを多面

的・多角的に考察し、表現すること。 

                               （「解説」（2018）p.147） 

ア（イ）の＜ａ＞列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、イ（イ）の＜ｃ

＞帝国主義政策の背景、帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響などに着目して、「帝

国主義による列強の進出」などの＜ｄ＞主題を設定し、「列強のアジア進出はどのように展開

されただろうか。」など、この小項目に関わる問いを設定して生徒に提示する。 

この小項目に関わる問いを踏まえて、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり

相互に関連付けたりするなどして、＜ｅ＞帝国主義政策の特徴、列強間の関係の変容などを多

面的・多角的に考察することにより＜ｂ＞列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容を理解す

る学習が考えられる。 

つまり、アの事項の＜ａ＞を基に、イの事項の＜ｃ＞に着目して、＜ｄ＞主題を設定し、そ

れに応じた「小項目全体に関わる問い」を学習上の課題として生徒に提示する。この「問い」

を踏まえて＜ｅ＞を考察し、表現して、アの＜ｂ＞の理解に至るという構造になっている。 

                      ※「解説」（2018）p.130を基に筆者作成 
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へのつながりも念頭に置きながら、【図５】のように授業を構想することとした。 

 

 

 

 

 

 

    

     

     

 

 

 

 

 

 

【図５】授業実践（全４時間）の構想 

 

（３）歴史科目（日本史・世界史）及び「歴史総合」の授業に関する調査と分析 

歴史科目の授業づくりや「歴史総合」を意識した授業の在り方について、本県の歴史科目担当 

教員を対象として令和２年６月 17 日（水）～６月 30 日（火）に実態調査を行い、114 名から回

答を得た。回答の全てについては、別添【補助資料２】に示すとおりであり、主な調査 

結果を抜粋して以下に示す。 

 

 

 

 

１ 興味・関心を喚起する（97人） 

２ 疑問を見つける（35人） 

３ 学習課題を設定する（19人） 

４ 学習事項の根拠とする（78人） 

５ その他（6人） 

【図６】質問項目（７）  

【図６】のとおり、（７）「資料をどのような目的で使用していますか。」という質問には、複数 

回答で、グラフのような数字となった。歴史科目においては、ほぼ全ての教員が資料を使用して 

いるものの、資料の使用の目的については、「興味・関心の喚起」（97人）や「学習の根拠」（78 

人）が多く挙げられている一方で、「疑問を見つける」（35 人）、「学習課題を設定する」（19 人） 

という資料の使われ方は十分とは言えないことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                         

 

①大項目Ｂ 近代化と私たち （１）近代化への問い   

・生徒が諸資料を読み取り、問いを表現する。 

②大項目Ｂ 近代化と私たち （３）国民国家と明治維新       

ア（イ）及びイ（イ）･･･授業実践４時間 

・生徒が問いを表現した上で、問題意識を深めたり、新たな課題を見いだしたりす

ることができるよう課題（問い）を設定し、資料を活用して追究する。 

 

③大項目Ｂ 近代化と私たち （４）近代化と現代的な諸課題    

・現代的な諸課題の形成に関わる歴史的な状況を考察するための観点を活用して主

題を設定し、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察し、表現する。 

0

50

100

1 2 3 4 5

（７）歴史（世界史・日本史）の授業では、資料

をどのような目的で使用していますか。（複数

回答可）

N=112 
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  【図７】質問項目（15）           【図８】質問項目（16） 

次に、課題（問い）についての質問については、【図７】のとおり、教師が歴史（日本史・世 

界史）授業の導入場面で、生徒に課題（問い）を提示することは「よくしている」「時々してい 

る」を合わせて 87％であり、定着度は高まっている。それに比べ、【図８】のとおり、生徒自ら 

が課題（問い）を設定することは、「よくしている」については、わずか２％であり、「時々して 

いる」の 30％と合わせても、現状では、十分に行われていない。つまり、この２つの結果からは、 

歴史（日本史・世界史）の授業にける課題（問い）の設定は定着しつつあるものの、そのほとん 

どは教師主導で行われていることを示している。 

  

    【図９】質問項目（20）            【図 10】質問項目（21） 

38%

49%

11%

2%

(15)歴史（日本史・世界史）授業の導入

場面で、生徒に課題（問い）を提示し

ていますか。

よくしている

時々している

あまりしてい

ない

していない

N=114

2%

30%

41%

27%

（16）歴史（日本史・世界史）の授業で

は、生徒自ら課題（問い）を設定す

る場面を設けていますか。

よくしている

時々している

あまりしてい

ない

していない

N=113

27%

30%

30%

13%

（20）新科目「歴史総合」を担当する場

合、日本史・世界史の枠を超えた授

業を実施することについてどのよう

に感じますか。

容易である

やや容易である

やや難しい

難しい

N=112

5%

25%

57%

13%

（21）新科目「歴史総合」を担当する場

合、資料を適切に選択し、提示する

ことをどう思いますか。

容易である

やや容易である

やや難しい

難しい

N=113
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   【図 11】質問項目（22） 

【図９】～【図 11】は、いずれも新科目「歴史総合」を担当することを想定して尋ねた質問で 

ある。「資料を適切に選択して提示すること」や「生徒の思考を促す課題（問い）を設定すること」 

については、いずれも約７割の教員が難しさを感じている。また、授業を実施することに対して 

も、半分以上は期待していると答えているものの、「やや不安」、「不安」も半数近くおり、答えが 

分かれる結果となった。 

アンケートの最後には、自由記述を設けており、質問項目(24)「新科目『歴史総合』について 

期待や不安、疑問等がありましたらお書き下さい。」への回答から抜粋したものを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

このように、教科書や具体的な授業内容に不明な点が多く不安を感じている教員が多い。例え 

ば、先に挙げた【図７】質問項目（15）で、現在多くの教員が生徒に課題（問い）を提示した授

業を行っているにも関わらず、【図 10】質問項目（22）のとおり、新科目「歴史総合」では、生

徒の思考を促す課題（問い）の設定には難しさを感じる教員の方が増えているのは、そのためで

あろう。 

以上のことから、本研究において具体的な単元の構想例や授業実践を提示することは、意義あ

るものになると考える。 

 

 

 

 

 

 

・実際にどのような教科書や教材を使用するのかが明確でないため、指導内容についての検討

ができないでいる。 

・どのような内容になるのか、どう授業を行っていくのか分からないことが多く不安が大きい。 

・アウトラインについては分かってきたが、授業を見ないと分からない部分が多く、教師の裁

量でどこまで生徒の学習活動が可能か不明である。 

・教材や資料の精選が不安であるが、歴史の法則が捉えやすくなることへの期待がある。  

6%

28%

52%

14%

（22）新科目「歴史総合」を担当する場

合、生徒の思考を促す課題（問い）

を設定することをどう思いますか。

容易である

やや容易である

やや難しい

難しい

N=113
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（４）「歴史総合」における改善・充実の要点と授業のポイント 

「歴史総合」の授業を行うに当たってのポイントはどのような点であろうか。新学習指導要領に 

おいて、「歴史総合」における改善・充実の要点は、次の６点が示されている。 

ア 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

ウ 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

エ 歴史の大きな変化に着目し、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉える内容の構  

  成 

オ 資料を活用し、歴史の学び方を習得する学習 

カ 現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察する学習 

                       （「解説」（2018）pp.21-23） 一部抜粋 

授業実践を行う上での学習指導案作成に当たっては、「歴史総合」における改善・充実の要点に 

沿いながら以下の点を考慮した。 

ア 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

「歴史総合」の学習では、主体的・対話的で深い学びを実現するために、「社会的事象の歴 

史的な見方・考え方」を働かせ、鍛えることが求められていることから、単元に基づいて、

歴史に関わる事象を比較したり関連付けたりして捉え、課題を追究したり解決したりする学

習を目指した。 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

 生徒が「問い」を表現する学習は大項目Ｂの中項目（１）に設定されており、授業実践の

単元である中項目（３）には含まれていないが、歴史的な見方・考え方を働かせ、学習の見

通しと振り返りを行うために、生徒が問いを表現することは今回の授業実践の要となること

から、授業実践の前半で資料を基に生徒が問いを表現し、最後に振り返るという学習活動を

取り入れた。  

ウ 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

   授業実践４時間を単元のまとまりとして単元課題を設定し、その単元課題を踏まえて学習

課題や問いを提示することで、各時間の関連性・系統性をもたせながら学習が展開できるよ

うにした。 

エ 歴史の大きな変化に着目し、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉える内容の構

成 

   「歴史総合」は「世界とその中における日本を広く相互的な視野から歴史を捉える科目」

として内容が構成されており、授業実践でも、歴史的事象や同時代の出来事を日本と欧米列

強、アジア諸国のそれぞれの立場で捉える学習を取り入れた。 

オ 資料を活用し、歴史の学び方を習得する学習 

   「歴史総合」では、学習のほぼ全般にわたり、資料を活用した学習の充実を図っているこ 

とから、授業実践では、精選した資料と「資料読解シート」を基に、生徒が問いを表現した 

り、課題（問い）について多面的・多角的に考察したりする学習が展開できるようにした。 

カ 現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察する学習 

      大項目Ｂの（４）「近代化と現代的な諸課題」では、現代的な諸課題の形成に関わる歴史の 

理解を図る学習を設定している。これは、大項目Ｂ（１）～（３）の内容を学習した後に、 
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生徒がそれまでの学習の成果を活用し、探究する活動を通して考察、構想する学習となっている。

授業実践は大項目Ｂの（３）を４時間で行うことから、（４）の「近代化と現代的な諸課題」まで

追究することは難しい。したがって、授業の最後に学習した内容を「その後の歴史にどのように

つながるか」を見通して構想するとともに、学習した内容を踏まえて新たな問いを表現すること

で、単元のまとめとし、現代的な諸課題の追究につなげることとした。 

 

以上から、「歴史総合」における改善・充実の要点を踏まえて、本研究において授業実践を行う 

ポイントは、次のとおりである。 

① 歴史に関わる事象を比較したり関連付けたりして捉え、課題を追究したり解決したりす

る学習を行う。 

② 資料を基に生徒自らが問いを表現し、見通しをもって学習に取り組み、単元のまとめで振

り返りを行う。 

③ 中項目Ｂ（３）のア（イ）及びイ（イ）を単元のまとまりとし、単元課題を基に各時間の

学習課題を設定する。 

④ 歴史的事象を日本、欧米列強、アジア諸国それぞれの立場で考察を深める学習を行う。 

⑤ 精選した資料と「資料読解シート」を基に、学習課題を追究する授業を展開する。 

⑥ 大項目（４）「近代化と現代的な諸課題」へのつながりを見通したまとめを行う。 
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３ 歴史的な見方・考え方を働かせる学習指導の手立て   

（１）単元のまとまりを重視した単元課題と各単位時間の学習課題の設定 

授業実践にあたっては、下の【図 12】のとおり、全４時間の単元の単元課題を最初に提示し、

各単位時間には、単元課題に基づいた学習課題を設定する。また、生徒が問いを表現する場面は、

単元の前半（１、２時間目）に設定し、後半（４時間目）で振り返ることとする。単元課題まと

めでは、次の時間（学習した内容の次の歴史）につなげて見通しが立てられるよう、新たな問い

を表現する。 

  

   

【図 12】単元設計図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料読解シート（資料）を 

活用して課題を追究 

単元課題（全４時間）を提示 

問いの考察・振り返り 

歴史的な見方・考え方 

学習課題① 

学習課題④ 

学習課題③ 

学習課題② 

生徒が問いを表現 

新たな問い 

次への見通し 

 

 

単元課題のまとめ 
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（２）生徒が問いを表現する学習活動 

新学習指導要領では、大項目Ｂ～Ｄの各中項目（１）において、生徒が問いを表現することと 

している。 

本研究で授業実践を行うのは、大項目Ｂ、中項目（３）、小項目ア（イ）、イ（イ）であるが、 

４時間の授業実践においては、生徒自らが問いを表現することで、学習内容に見通しをもって取 

り組み、単元課題について考察、構想するようにした。その際、生徒が問いを表現する場面は、

１時間目と２時間目にそれぞれ次の【表２】のとおり設定した。 

【表２】問いの表現の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目の列強のアジア進出については、資料を使って中学校での既習内容を確認しながら 

問いの表現の準備を行うこととした。また、２時間目で取り扱うビゴーの風刺画は、小学校ま 

たは中学校でも学習したことのある資料も含めて提示した。このように、ゼロベースの知識か 

ら問いを表現するのではなく、概念化された知識に対して資料を提示し、資料を比較・関連付 

けたり情報を読み取ったりして、「興味・関心をもったこと」、「疑問に思ったこと」、「追究し 

たいこと」について見いだすことを促し、問いを表現することとした。 

また、各単位時間とも問いの表現については、まず生徒各自が問いを表現して資料読解シー 

トにまとめ、次いで４名程度のグループで各自が表現した問いを互いに共有し、グループで最 

も興味・関心をもった問いを１つ選ぶこととした。他者とのやりとりや質疑応答などを通して 

自分の問いを深めたり、新たな気付きが起きたりすることで、各自の問いを深化させることが 

ねらいである。ここで表現した問いについては、資料を活用して課題を追究しながら考察を深 

め、４時間目のまとめにおいて振り返ることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目 最初に「日本と列強のアジア進出を中心に見た年表」で、中学校社会科での学

習事項も含め列強のアジア進出を中心に概観する。次に地図を使用して列強のア

ジア進出の様子について確認し、対立等のポイントについて確認した上で、生徒

が問いを表現することとした。また、問いに関しては、列強の進出を多角的に捉

えるため、列強に関する問いと日本に関する問いをそれぞれ表現するようにした。 

２時間目 ビゴーの風刺画３枚を使用し、主に国際関係の変遷について着目し、推測でき

ること、分かったことについてまとめ、ポイントを整理する。その上で、それまで

の歴史的経緯やその後の国際関係の展開についての疑問点等を問いで表現するこ

ととした。 
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（３）資料読解シートの活用 

    実践授業を進める上で資料を効果的に追究できる学習プリントを用意した。この学習プリント 

を「資料読解シート」とし、今回の実践授業だけではなく、その他の単元でも使用できることを 

想定して下の【図 13】のように作成した。 

授業実践で使用した「資料読解シート」のすべてについては、別添【補助資料１】（pp.１-８） 

に示す。 

資料読解シート【No.１】 

                       年  組  番  名前        

【単元課題】 Ｂ―（３）（イ） 

◎「帝国主義の進出はどのように展開され、国際社会にどのような影響を与えただろうか。 

  また、日本はどう関わっただろうか。」 

〇学習課題①「列強のアジア進出はどのように展開されただろうか。」 

添付資料 

     （４時間の単元で使用予定） 

【年表】 日本と列強のアジア進出を中心に見た年表 

【地図】 19世紀後半～20世紀初頭の列強進出 等 

【グラフ】世界の工業生産に占める各国の割合 等 

【風刺画】ビゴーの風刺画３枚 等 

【文献】 日露戦争に対する発言集、ビスマルクの発言 等 

【写真】 旧朝鮮総督府庁舎、岩倉使節団 等        

資料を読み取って、 

・ポイントをまとめる 

・分かったことを記入する 

・生徒自ら問いを表現する 

・自分の考えをまとめる      等 

【図 13】「資料読解シート」の作成例 

「資料読解シート」は、資料から読み取った情報を多面的・多角的に考察、構想することを目 

的として作成したものであり、作成に当たっては以下の点に留意した。 

・資料を掲載し、生徒が記述する欄を確保しながら、１時間でＡ４用紙２枚にまとめた。授業

実践は４時間の単元としたので、計８枚のプリントを作成した。 

・添付資料には、多面的・多角的に「見方・考え方」を働かせられるよう年表、地図、グラフ、

風刺画、文献、写真等、資料の種類に偏りがないように提示した。 

・単元の前半では、問いの表現や分かったことのまとめを中心に進め、単元の後半では、自分

の考えのまとめを多く記述するようにした。 

単元のまとまりを考察、構想をするにあたり、「帝国主義による列強の進出はどのように展開さ

れ、国際社会にどのような影響を与えただろうか。また日本はどう関わっただろうか。」という単

元課題を追究する資料を選んだ。また、資料を活用して課題を追究するために、生徒は、日本の

帝国主義化について、異なる資料を基に自分の考えを３回まとめることとした。１回目は日露戦

争に対するアジア諸国の指導者の発言集、２回目は韓国併合に関する資料、３回目は岩倉使節団
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及びドイツ首相ビスマルクの発言資料をそれぞれ用いた。これらは、日清・日露戦争や日本の帝

国主義化について、肯定的、否定的どちらの立場からも考察、構想できる資料であり、いずれの

立場についても理解を進めながら、最終的に日本の帝国主義化に対する自分の考えをまとめられ

るよう工夫した。 

   

 ４ 検証計画 

  新科目「歴史総合」において、生徒の公民としての資質・能力を育むための授業の在り方につい 

て明らかにするために、生徒が問いを表現し、課題意識をもちながら取り組む単元の構想例となり、 

多面的・多角的に考察したり構想したりする際の根拠となる資料を効果的に活用する指導例となる 

授業実践を行う。学習指導案は筆者が作成し、花巻北高等学校及び不来方高等学校において研究協 

力員がそれぞれ４時間ずつ、同じ授業構想に基づいた授業を実践する。 

授業実践を通して、手立て（１）～（３）が、生徒の歴史的な見方・考え方を働かせることにつ 

ながり、３つの資質・能力の育成に有効であったかどうかについて、生徒が問いを表現する学習活 

動、資料読解シートへの記述内容、生徒を対象とした授業前後のアンケート調査等を基に分析を行 

う。 
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５ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 14】研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年３月「高等学校学習指導要領」公示 

令和４年４月 地理歴史科に新設科目として「歴史総合」開始 

                 大きな変革期 

単に世界史と日本史の内容を融合・統合させた科目ではなく、歴史的な見方・考え方の働かせ方や
主体的・対話的で深い学びの視点、いわゆる学習方法の視点を重視した科目 

○単元のまとまりを重視した単元課
題と各単位時間の学習課題の設定 

【単元の学習導入時】 

○単元課題の提示 

【各時の学習活動】 

○単元課題に基づいた学習課題の提示 

【単元の学習の前半】    

◎生徒による問いの表現 

【単元の学習の後半】 

◎生徒による問いに対する振り返り 

【単元の学習の終末時】 

◎生徒による新たな問いの表現 

○次への見通し 

「歴史的な見方・考え方」を働かせる学習指導 

高等学校地理歴史科の授業の充実 

高等学校歴史教育の課題 

資料活用が少ない 

資料読解シートの活用 

 
【「資料読解シート」作成のねらい】     

○資料から読み取った情報を多面的・ 

多角的に考察、構想することを目的 

として作成 

 

 

 

 

授 

業 

展 

開 
 

 

 

単 

元 
構 

想 
 

◎生徒が問いを表現する学習活動 

 

近現代史の学習の定着状況が低い 
課題の追究や解決の活動が不十
分 

歴史的事象に対す

る知識と資料を読

み取る技能の向上 

 

思考力・判断力

の育成 

≪作成に当たっての留意点≫ 
 
・資料を掲載し、生徒が記述する欄を設置。 
１単位時間でＡ４用紙２枚作成。 

・添付資料は、多面的・多角的に「見方・考え
方」を働かせられるよう年表、地図、グラフ
風刺画、文献、写真等、資料の種類に偏りが
ないように提示。 

・単元の前半･･･問いの表現や分かったことのま
とめを中心に学習。 

・単元の後半･･･自分の考えをまとめる記述を多
く設定。 

資料から、生徒が情報を読み取ったりまとめた

り、複数の資料を比較したり関連付けたりする

ことにより、興味・関心をもったこと、疑問に

思ったこと、追究したいことなどを見いだす学

習活動 
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Ⅶ 授業実践と授業の考察 

１ 授業実践計画 

（１）実 施 校 花巻北高等学校 

    授 業 者 教諭 千 葉  忍 

対象学年 ２年理系（５、６組） 

    実施期間 令和２年８月 19日（水）～９月４日（金） 全４時間 

       

（２）実 施 校 不来方高等学校 

    授 業 者 教諭 遠 藤 広 樹  

    対象学年 ２年体育学系（７組） 

    実施期間 令和２年９月 16日（水）～10月５日（月） 全４時間 

 

２ 実践構想 

（１）単元（題材）名  

    大項目Ｂ 近代化と私たち 

（２）内容のまとまり 

     項目（３）国民国家と明治維新 小項目（イ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）単元（題材）の目標 

ア 列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、列強の帝国主義政策とアジア諸国

の変容を理解できる。【知識及び技能】  

イ アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、帝

国主義政策の特徴、列強間の関係の変容などを多面的・多角的に考察し、表現できる。【思考

力，判断力，表現力等】 

ウ 列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容について、そこで見られる課題を主体的に追究しよ

うとする。【学びに向かう力，人間性等】 

（４）単元（題材）について 

ア 教材について 

（ア）本教材は、日本とアジア諸国および欧米列強との関係がめまぐるしく変化する時代におい 

て、どのような変容があったのかを、日本の動きを中心に相互に関連づけて捉える学習が必 

要とされる。 

ア 次のような知識を身に付けること。 

（イ）列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、列強の帝国主義政策とアジア

諸国の変容を理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（イ）帝国主義政策の背景、帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響などに着目して、

主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたり

するなどして、帝国主義政策の特徴、列強間の関係の変容などを多面的・多角的に考察し、

表現すること。 

                            （「解説」（2018）p.147抜粋） 
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（イ）資料を掲載し、生徒が記述する学習プリント（「資料読解シート」）を作成し、１単位時間 

  でＡ４用紙２枚分を使用する。 

イ 指導について 

（ア）ペアワークやグループ学習（４人を基本とする）で各自が表現した問いや自分の考えを発 

表することで、考察を深める。 

（イ）学習プリント（「資料読解シート」）を使用しながら、歴史的な見方・考え方を働かせるこ 

とができるようにする。 

（ウ）資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的に考察することができるよう資料を提示する。 

   （エ）学習内容を振り返り、その後の歴史の展開と関連させながら総合的に捉え、自分なりの歴 

史像を構想できるようにする。 

（５）単元（題材）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

列強の進出と植民地の形

成、日清・日露戦争などを基

に、列強の帝国主義政策と

アジア諸国の変容を理解し

ている。 

アジア諸国とその他の国や

地域の動向を比較したり、相互

に関連付けたりするなどして、

帝国主義の特徴、列強間の関係

の変容などを多面的・多角的に

考察、構想し、表現している。 

列強の帝国主義政策とアジ

ア諸国の変容について、そこ

で見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 
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（６）単元の課題と学習内容 

 

 

帝国主義による列強の進出はどのように展開され、国際社会にどのような影響を与えただろ

うか。また、日本はどう関わっただろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題① 学習課題② 学習課題③ 学習課題④ 

列強のアジア進出は

どのように展開され

ただろうか。 

列強のアジア進出に

対して、日本はどのよ

うに対応しただろう

か。 

日露戦争の結果は、日

本とアジア諸国にど

のような影響を与え

ただろうか。 

日露戦争の結果、国際

関係はどのような変

化が生じただろうか。 

まとめ① まとめ② まとめ③ まとめ④ 

列強は市場拡大を目

的として、対外拡張を

競い合い、アジア各地

に植民地を形成した。

進出に当たっては、列

強同士の対立や衝突

も見られた。 

日本は、朝鮮半島から

中国東北部への進出

を図った。その際、ロ

シアとの間に緊張関

係が生まれ、日英同盟

を結ぶことによって

対抗する動きを強め

た。 

アジアの新興国日本

がヨーロッパ列強の

ロシアに勝利したこ

とに対し、列強の支配

を受けていたアジア

の民族主義者は喝采

を送り、自国の民族独

立運動を期待した。一

方、日本は帝国主義化

が強まり韓国を併合

した。 

ロシアの南進が緩ん

だ結果、イギリスとロ

シアの対立関係が解

消し、英露協商が成立

した。同様に、日露・

日仏間にも和平が結

ばれたが、これは、ヨ

ーロッパの新興勢力

ドイツに対抗する動

きでもあった。 

 欧米や日本が植民地を獲得していく際には、武力が用いられ、様々な軋轢が各地で生じた。

日清戦争後の中国は、ヨーロッパ列強による分割が進み、アメリカも関心を強めた。アジアに

おいては、ロシアの南下政策に強く対抗する目的で日英同盟が結成され、日露戦争に至った。 

 この間、日本は日清戦争に勝利して以降、軍事力を強化するとともに、朝鮮半島および中国

への進出を強めていった。国際的地位は日英同盟や日露戦争の勝利とともに向上し、経済的に

は、重工業の発展が始まり、日本の産業革命期とも合致していた。 

 日露戦争における日本の勝利は、ヨーロッパ列強にアジアの一国が勝利したことを意味し、

列強の支配によって抑圧されていたアジア諸国とっては近代化、民族の独立の目覚めとなっ

た。 

 日露戦争後、ロシアの南下政策が緩むと、長年の対立関係であった英露間に協商関係が成立

するなどし、英仏露による三国協商の構図ができ上がった。その背景には、アフリカ・アジア

に進出を強めるドイツの台頭があり、新たな国際社会の対立構造が現れることとなった。 

単 元 課 題 

単元まとめ 
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（７）指導と評価の計画（全４時間） 

時 学 習 活 動 指導上の留意点（◇評価） 
資料を読み取 

る視点例 

１ 

〇年表の空欄を埋めながら、中学校での
既習事項を確認するとともに、単元の
学習内容を概観する。 

○地図に年表中の【国名】を埋める。 
 

単元課題 
帝国主義による列強の進出はどのよ
うに展開され、国際社会にどのよう
な影響を与えただろうか。 
また、日本はどう関わっただろうか。 

 

 

学習課題① 
列強のアジア進出はどのように展開
されただろうか。 

○年表と地図を使い、列強のアジア進出
について理解する。 

 
○列強のアジア進出について分かった
ことをまとめる。 

 
〇列強のアジア進出に関する年表、地図
及び工業生産のグラフから問いを表
現する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料Ａ：列強のアジア進出の年表 
 
資料Ｂ：19世紀後半～20世紀初頭

の列強進出の地図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料Ｃ：世界の工業生産に占める

各国の割合 
 
・問いの考察は４時間目に行う。 
 
 

◇評価 
・列強のアジア進出について理
解している。【知識・技能】 

・列強のアジア進出について、
資料を関連づけながら問いを
表現している。【思考・判断・
表現】 

 

 
【時期や年代】 

 

【背景や原因】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【時期や年代】 

２ 

学習課題② 
列強のアジア進出に対して、日本は
どのように対応しただろうか。 

 
〇日清戦争から日露戦争期の日本や列
強の関係の変化についてビゴーの風
刺画３枚を読み取り、問いを表現す
る。 

   
 
 

 
 
 
 
 
資料Ｄ・Ｅ・Ｆ：ビゴーの風刺画３    
       枚 
 
・３枚の風刺画の変化や関連性に
着目する。 

・問いの考察は４時間目に行う。 
 

 
 
 
 
 
【類似と差異】 

【変化と継続】  

     等 
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○日清戦争から日露戦争に至る国際関
係の変化のポイントを理解する。 

 
○中国分割図を読み取り、日露の対立や
アメリカの立場について理解する。 

 
〇列強の対立の中心は英露間にあるこ
とや日英同盟が成立した背景につい
て、風刺画「グレートゲーム」から理
解する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
資料Ｇ：中国分割地図 
 
 
資料Ｈ：風刺画「グレートゲーム」 

◇評価 
・列強のアジア進出及び、列強
と日本との関係の変化につ
いて理解している。【知識・技
能】 

・資料（ビゴーの風刺画）から
問いを表現している。【思考・
判断・表現】 

・日英同盟の成立の背景につい
て地図を読み取って表現し
ている。【思考・判断・表現】 

 

 
 
 
 
【影響や結果】 

 

 

【背景や原因】 

 

 
 

３ 

学習課題③ 
日露戦争の結果は、日本とアジア諸国
にどのような影響を与えただろうか。 

 

 
○日露戦争の性格について、戦力背景の
資料から、帝国主義間の戦争であった
ことを理解する。 

 
〇日露戦争の日本の勝利の意義につい
て、発言集を基にアジア各国の反応を
確認し、日露戦争における日本の勝利
について自分の考え①をまとめる。 

 
〇資料を読み解き、日清戦争から日露戦
争にかけて、日本の産業革命や近代
化、軍備拡張が進んだことを理解す
る。 

 
○韓国併合までの流れを確認した上で、
日本の帝国主義化についての自分の
考え②をまとめる。 

 
 
 
 
 
資料Ｉ：日露戦争時の日露の戦力

背景 
 
 
資料Ｊ：日露戦争に対する発言集 
 
 
 
 
資料Ｋ：日清戦争による賠償金の

使いみち、日清・日露戦争
の比較、官営八幡製鉄所 

 
 
資料Ｌ：ネルーの発言の続き、旧

朝鮮総督府庁舎 
  

◇評価 
・日露戦争の日本の勝利がアジ
ア諸国に与えた影響について
理解している。【知識・技能】 

・日露戦争後の日本の動きを多
面的に捉え、自分の考えを表
現している。【思考・判断・表
現】 

 
 

 
 
 
 
 
【類似と差異】 

 

 

 

【影響や結果】 

 

 

 

 

【過去の理解】 

 

 

 

 

【背景や原因】 

【影響や結果】 
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４ 

学習課題④ 
日露戦争の結果、国際関係はどのよう
に変化しただろうか。 

 

 
○プリントで、日露戦争前後の国際関係
をまとめ、特に日露戦争後の変化につ
いて理解する。 

 
○理解したことを文章で表現する。 
 
〇１、２時間目に自分がたてた問い（No.
２、No.３）を考察する。 

 
○No.１、No.２の年表、地図、補足の地
図（パワーポイント）を使用し、ドイ
ツの帝国主義、アフリカへの進出、英
仏露との対立について理解する。 

 
 
○「岩倉使節団」の資料について確認す
る。 

 
○No.１の年表 1911年の欄に不平等条約
の解消を記入する。 

 
○ビスマルクの発言を読んだ上で、日本
の帝国主義化についての自分の考え
③をまとめる。 

単元課題 
帝国主義による列強の進出はどのよ
うに展開され、国際社会にどのよう
な影響を与えただろうか。 
また、日本はどう関わっただろうか。 

 
 
 
○これまで学習内容を踏まえ、日本の帝
国主義化について自分の考えをまと
める。 

 
○単元の学習内容がその後の歴史の展
開にどのような影響を与えたかを構
想する。 

 
 
 
 
○４時間の振り返りを記入する。 
○新たな問いを表現する。 
 

 
 
 
 
 
資料Ｍ：日露戦争後の国際関係の

まとめ 
 
 

◇評価 
・日露戦争後の国際関係の変
化を理解し、自分の考えを表
現している。【思考・判断・表
現】 

 
 
 
 
 
 
資料Ｎ：岩倉使節団の写真、ビス

マルクの発言 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇評価 
・学習した内容に関連付けなが
ら日本の帝国主義化につい
て、そこで見られる課題を追
究しようとしている。【主体
的に学習に取り組む態度】 

 

◇評価 
・単元の学習を振り返り、その
後の歴史の展開について構想
し、新たな問いを見いだそう
としている。【主体的に学習に
取り組む態度】 

 

 
 
 
 
 
【時期や年代】 

【影響や結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意味や意義

と特色（特徴）】 
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３ 各単位時間の授業展開 

（１）１時間目／全４時間 

ア 目標  

・列強のアジアへの進出について理解できる。【知識及び技能】 

・列強のアジア進出について、資料を関連付けながら問いを表現することができる。【思考力， 

     判断力，表現力等】 

イ 展開 

段 

階 
学 習 活 動 指導上の留意点（◇評価） 

資料の種類及び

読み取る視点例 

導 

入 

10 

分 

○帝国主義について、産

業革命の進展と植民地

拡大の関連を理解す

る。 

 

・黒船（1853年）とバルチック艦隊（1904年）

の写真を比較し、学習する時代を具体的に

把握する。 

 

 

 

 

・帝国主義、列強について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

35

分 

 

〇関連する語句を答え

る。 

 

〇プリントを配布し、地

図に地名を埋める。 

 

○帝国主義の進出により

対立が発生しているこ

とに気付く。 

 

 

○年表、地図、グラフから

問いを作成する。 

 

 

 

 

○個人→グループで各自

の問いを確認し合う。 

・生徒に発問し、中学校までの既習事項を確

認する。 

・地図上の対立が発生している場所について

確認する。 

 

 

 

 

 

 

・問いの表現の仕方を確認する。 

※問いの考察は４時間目に行う。 

 

 

 

 

 

・単に選ぶだけでなく、さらに問いを深める

ようにアドバイスする。 

資料Ａ：年表 

【時期や年代】 

資料Ｂ：地図 

【背景や原因】 

 

 

 

 

 

資料Ｃ：グラ

フ【時期や年代】 

【単元課題】帝国主義による列強の進出はどのように展開され、国際社会にどのよ

うな影響を与えただろうか。また、日本はどう関わっただろうか。 

【学習課題①】 列強のアジア進出はどのように展開されただろうか。 

指導（ア） 

グループ学習で各自が表現した

問いについて、内容を深める。 

指導（イ） 

「資料読解シート」を使用しな

がら、歴史的な見方・考え方を

働かせる。（４時間共通） 
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〇グループごとに問いを

１つ選び、発表する。 

 

 

 

◇評価 
・列強のアジア進出について理解してい
る。【知識・技能】 

・列強のアジア進出について、資料を関連
付けながら問いを表現している。【思考・
判断・表現】 

終 

末 

５

分 

〇プリントでまとめる。 

 

・問いは、その後の授業の中で課題意識をも

って見通しをもつことを伝える。 

 

 

【図 15】第１時の授業の様子 

 

（２）２時間目／全４時間 

ア 目標  

・列強のアジア進出及び列強と日本との関係の変化について理解できる。【知識及び技能】 

    ・資料（ビゴーの風刺画）から問いを表現することができる。【思考力，判断力，表現力等】 

    ・日英同盟の成立の背景について地図を読み取って表現することができる。【思考力，判断力， 

表現力等】 

 

 

 

 

授業者は、千葉忍教諭（花巻北高等学校） 

 

４時間の単元の導入として、1853 年の黒

船（サスケハナ号）と 1904年のバルチッ

ク艦隊の写真を提示し、約 50年の間に日

本がどのように変化したのかを想像させ

る導入とした。 

  

各自が表現した問いをグループで共有し

ている様子。 
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イ 展開 

段 

階 
学 習 活 動 指導上の留意点（◇評価） 

資料の種類及び

読み取る視点例 

導 

入 

５ 

分 

 

 

 

・ビゴーの略歴を紹介する。（パワーポイン 

ト） 

 

 

 

 

 

展

開 

35

分 

 

〇ビゴーの風刺画３枚を比

べて、各場面について分か

ることをプリントに記入

する。 

○３枚の風刺画を関連させ

て問いを表現する。 

個人→グループ 

〇グループごとに問いを１

つ選び、発表する。 

 

〇資料プリントを活用して、

グループでたてた問いの

答えを追究する。 

○地図と下関条約の内容で

考察する。 

・３枚の風刺画のポイントを解説する。特 

に、国際関係の変遷について説明する。 

①日露の対立について 

②日英同盟について 

③アメリカの関わりについて 

※問いの考察は４時間目に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い「日清戦争の結果、新たに生じた対立

は何か。またそれはなぜか。」 

・風刺画「グレートゲーム」で 19世紀後半

における列強の対立はロシアとイギリ

スにあったことに着目する。 

問い「日英同盟はなぜ成立したのだろう

か。」 

「日本とイギリスはどのように描か

れているだろうか。」 

資料Ｄ・Ｅ・

Ｆ：ビゴーの

風 刺 画 ３ 枚

【類似と差異】

【変化と継続】    

      等 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ｇ：中国

分割地図 

【影響や結果】 

 

資料Ｈ：風刺 

画「グレート 

ゲーム」 

【背景や原因】 

終

末 

10

分 

〇列強のアジア進出に対す

る日本の対応をプリント

でまとめる。 

 

 

 

 

 ・まとめを確認する。 

◇評価 
・列強のアジア進出及び列強と日本と
の関係の変化について理解している。
【知識・技能】 

・資料（ビゴーの風刺画）から問いを表
現している。【思考・判断・表現】 

・日英同盟の成立の背景について地図
を読み取って表現している。【思考・
判断・表現】 

 

【学習課題②】 列強のアジア進出に対して、日本はどのように対応しただろうか。 

指導（ア） 

グループ学習で各自が表現した

問いについて、内容を深める。 
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【図 16】第２時の授業の様子 

 

（３）３時間目／全４時間 

ア 目標  

・日露戦争の日本の勝利がアジア諸国に与えた影響について理解できる。【知識及び技能】 

・日露戦争後の日本の動きを多面的に捉え、自分の考えをもつことができる。【思考力，判断 

力，表現力等】 

   イ 展開 

花巻北高等学校 

 

ビゴーの風刺画を基に問いを表現

している。 

 

 

 

 

 

段 

階 
学 習 活 動 指導上の留意点（◇評価） 

資料の種類及び

読み取る視点例 

 

導 

入 

10 

分 

 

 

 

〇資料を読み取って解答す

る。 

○日露戦争が列強からの武

器や戦費の調達から成り

立っており、列強の代理

戦争であった点に気付

く。 

 

 

 

問い「日露戦争時の両国の戦力背景から、日

露戦争はどのような戦争であったと言

えるだろうか。」 

    

 

 

 

資料Ｉ：日露 

戦争時の日露 

戦力背景 

【類似と差異】 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

 

 

〇資料を読み取って解答す

る。 

 

 

 

 

・アジア諸国を支配していた列強について

説明する。 

 

問い「アジア各国の指導者は、日露戦争につ

いてなぜこのような発言をしたのだろ

うか。」 

 

 

 

 

 

 

資料Ｊ：日露 

戦争に対する 

発言集 

【影響や結果】 

【過去の理解】 

 

【学習課題③】日露戦争の結果は、日本とアジア諸国にどのような影響を与えただ

ろうか。 
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【図 17】第３時の授業の様子 

 

 

 

 

 

○日露戦争における日本の

勝利について、自分の考

え①をまとめる。 

 

〇資料を読み取って解答

し、日清戦争による賠償

金で軍事力が増強された

こと、日露戦争の規模の

大きさ、産業革命の進展

を関連付けて理解する。 

 

 

 

 

問い「日清・日露戦争を通して、日本ではど

のような変化が見られただろうか。」 

・資料を関連付けて考えられるように留意 

する。 

 

 

 

 

 

資料Ｋ：賠償

金、日清・日露

戦争の比較、

八幡製鉄所の

写真 

【背景や原因】

【影響や結果】  

      等 

終

末 

10

分 

○本日の資料を参考に、日

本の帝国主義化に対する

自分の考え②をまとめ

る。 

 

 

 

 

 

◇評価 
・日露戦争の日本の勝利がアジア諸国に
与えた影響について理解している。【知
識・技能】 

・日露戦争後の日本の動きを多面的に捉
え、自分の考えをもっている。【思考・
判断・表現】 

 

 

 

 

 

資料Ｌ：ネル 

ーの発言の続 

き、旧朝鮮総 

督府庁舎の写 

真 

【背景や原因】 

不来方高等学校 

 

日露戦争の結果がアジア諸

国に与えた影響について考

察している。 

指導（ウ） 

資料を活用して歴史的事象を多

面的・多角的に考察する。 

指導（ウ） 

資料を活用して歴史的事象を多

面的・多角的に考察する。 
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（４）４時間目／全４時間 

ア 目標   

・日露戦争後の国際関係の変化を理解し、自分のことばで表現することができる。【思考力，判 

断力，表現力等】 

・日本の帝国主義化について、学習した内容に関連付けながらそこで見られる課題を追究しよ 

うとする。【学びに向かう力，人間性等】 

    ・単元の学習を振り返り、新たな問いを見いだすことができる。【学びに向かう力，人間性等】 

イ 展開 

段 

階 
学 習 活 動 指導上の留意点（◇評価） 

資料の種類及び

読み取る視点例 

導

入 

10

分 

 

 

 

 

 

○日露戦争後までの国際関

係の動向について空欄を

埋める。 

 

○ペアワークで確認する。 

・ビゴーの風刺画「帝国主義に突き進む日

本」を紹介する。 

 

 

・プリントで解説する。特に日露戦争後の

変化について確認する。 

 

 

 

 

資料Ｍ：国際 

関係のまとめ 

【時期や年代】 

【影響や結果】 

展

開 

30

分 

○日露戦争後の国際関係の

変化について確認する。 

 

 

 

 

 

○日清・日露戦争を経て列強

と対等な外交ができるよ

うになったことについて

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ドイツの存在について、プリント No.１と

No.２を用いて確認する。 

・岩倉派遣団について確認する。 

 

・発問「日本の不平等条約が改正されたの

はいつか」→No.１の年表への記入を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇評価 
・日露戦争後の国際関係の変化を理解し、
自分の考えを表現している。【思考・判
断・表現】 

資料Ｍ：国際

関係のまとめ 

【時期や年代】

【影響や結果】 

 

 

 

資料Ｎ：岩倉

使 節 団 の 写

真、及びビス

マルクの発言 

【意味や意義と

特色（特徴）】 

 

 

 

 

 

 

 

【学習課題④】 日露戦争の結果、国際関係はどのように変化しただろうか。 

【単元課題】帝国主義による列強の進出はどのように展開され、国際社会にどの

ような影響を与えただろうか。また、日本はどのように関わっただろうか。 
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○ビスマルクの発言を読ん

だ上で、日本の帝国主義化

について自分の考え③を

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

○単元まとめ１ 

これまでの学習を踏まえ、

特に自分の考え①～③を

見直し、日本の帝国主義化

について、自分の考えをま

とめる。 

 

※１・２時間目にグループで

選んだ問い（プリント No.

２、３）を考察する。 

 → グループで共有する。 

 

 

○単元まとめ２ 

 単元の学習内容がその後

の歴史の展開にどのよう

な影響を与えたかを構想

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問いの答えが書けなくても問題ないこと

を伝える。その場合、自分の表現した問

いが妥当であったか、他にどのような資

料があればよいか等を考える。 

 

 

◇評価 
・日本の帝国主義化について、学習した
内容に関連付けながらそこで見られ
る課題を追究しようとしている。【主
体的に学習に取り組む態度】 

これまで使用 

した資料 

【意味や意義と

特色（特徴）】 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

10 

分 

〇振り返りを記入する。 

○新たな問いを表現する。 

 

 

 

 

 

◇評価 

・単元の学習を振り返り、その後の歴史

の展開について構想し、新たな問いを

見いだそうとしている。【主体的に学

習に取り組む態度】 

 

 

 

 

 

 

指導（ウ） 

資料を活用して歴史的事象を多

面的・多角的に考察する。 

指導（エ） 

その後の歴史の展開と関連させ

ながら、自分なりの歴史像を構

想する。 

指導（ア） 

グループ学習で各自が表現した

問いについて、考察を深める。 
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４ 授業実践の検証 

（１）アンケートの結果と考察 

実践授業を行うことで、どのように生徒の資質・能力の育成が図られたかを分析するために、

授業実践の前後で、生徒を対象としたアンケートを実施した。選択肢は、「そう思う」「ややそう

思う」「あまりそう思わない」「思わない」の４つである。 

    【表３】の通り、質問項目１、２、３は、「思考力、判断力、表現力等」、質問項目４、５は、 

「学びに向かう力、人間性等」、質問項目６～10は、「知識及び技能」に関するものである。 

   【表３】授業前後でのアンケートによる質問紙調査 

次頁以降に、授業実践前後のアンケート結果をまとめた。授業前後の指標間に有意な差がある

かを確かめるため、χ²乗検定を行った。 

** ｐ＜.01で有意差あり   *ｐ＜.05で有意差あり    ns 有意ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
質問項目 

関連する 

資質・能力 

１ 歴史に関する様々な情報を調べたり、まとめたりすることができる。 思考力、判断力、 

表現力等 

２ 資料を活用して、歴史的事象を多面的・多角的に考察することがで

きる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

３ 歴史の授業において、問いを表現（作成）したり、自分の考えを論

述したりできる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

４ 歴史に見られる課題を把握して、どうするべきか考えることができ

る。 

学びに向かう力、

人間性等 

５ 歴史の授業において、学習した内容を振り返り、次の歴史へのつな

がりを見通すことができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

６ 日清戦争および日露戦争について説明することができる。 知識及び技能 

７ 帝国主義による列強のアジア進出について説明することができる。 知識及び技能 

８ 日清戦争及び日露戦争が国際社会に与えた影響について説明でき

る。 

知識及び技能 

９ 日露戦争のおける日本の勝利がアジア諸国に与えた影響について説

明できる。 

知識及び技能 

 

10 日本の帝国主義化について、自分の考えを述べることができる。 知識及び技能 
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【図 18】質問１                           **（χ²値＝11.483） 

 

【図 19】質問２                           **（χ²値＝14.635） 

 

  【図 20】質問３                            **（χ²値＝13.173） 

【図 18】質問１「歴史に関する様々な情報を調べたり、まとめたりすること」や【図 19】質問

２「資料を活用して、歴史的事象を多面的・多角的に考察すること」については、学習の前後で

肯定的回答が有意に増加していた。また、４時間の授業を通じて使用した資料読解シートについ

ては、授業実践を行った研究協力員からも「分かりやすくまとめられているものであった」とい

う感想もあり、効果的に使用できたと考える。 

問いを表現することに対しては、これまでの授業では行ったことがない生徒の反応が心配され

たが、【図 20】質問３「歴史の授業において、問いを表現（作成）したり、自分の考えを論述し

たりできる。」においては、学習の前後で肯定的回答が有意に増加しており、生徒が問いを表現す

10%

27%

51%

54%

35%

18%

4%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

（N＝80）

事後

（N＝78）

１ 歴史に関する様々な情報を調べたり、まとめたりすることができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

5%

26%

54%

50%

38%

22%

4%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

（N＝80）

事後

（N＝78）

２ 資料を活用して、歴史的事象を多面的・多角的に考察することができ

る。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

10%

23%

36%

50%

49%

23%

5%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

（N＝80）

事後

（N＝78）

３ 歴史の授業において、問いを表現（作成）したり、自分の考えを論述

したりできる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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ることに柔軟に対応するとともに、学習活動に対しても肯定的に捉えていたことが伺える。この

ように、「思考力、判断力、表現力等」に関連した３つの質問においては、いずれも授業実践の前

後で肯定的回答が有意に増加した。 

【図 21】質問４                            ns（χ²値＝4.602）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 22】質問５                             *（χ²値＝9.820） 

「学びに向かう力、人間性等」と関連した【図 22】質問５「歴史の授業において、学習した内

容を振り返り、次の歴史へのつながりを見通すことができる。」については、学習の前後で肯定的

意見が有意に増加したものの、【図 21】質問４「歴史に見られる課題を把握して、どうするべき

か考えることができる。」については、学習の前後で有意差が認められなかった。これは、質問４

の内容がやや抽象的な聞き方となってしまい、生徒が明確に回答しづらかったことが考えられる。

また４時間目の授業において、最後に行う予定であった、生徒自らが１・２時間目で表現した問

いを考察し、４時間の授業を振り返って新たな問いを表現する時間を十分に確保できなかったこ

とが影響していると考えられる。次の授業に向けて見通しをたてる大事な学習活動であったこと

から、最後のまとめに十分な時間を確保できなかったことは反省点であり、生徒が表現した問い

の考察と振り返りから新たな気付きへ向かうための十分な手立てが必要であった。 
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５ 歴史の授業において、学習した内容を振り返り、次の歴史へのつなが

りを見通すことができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

9%

17%

53%

58%

35%

24%

4%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

（N＝80）
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（N＝78）

４ 歴史に見られる課題を把握して、どうするべきか考えることができ

る。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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【図 23】質問６                            **（χ²値＝25.357） 

 

 

【図 24】質問７                            **（χ²値＝33.627） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 25】質問８                            **（χ²値＝40.634） 
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６ 日清戦争及び日露戦争について説明することができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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７ 帝国主義による列強のアジア進出について説明することができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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８ 日清戦争及び日露戦争が国際関係に与えた影響について説明すること

ができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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【図 26】質問９                            **（χ²値＝37.405）  

 

【図 27】質問 10                           **（χ²値＝55.985）  

「知識及び技能」に関する【図 23】質問６～【図 27】質問 10の５つの質問においては、いず 

れも学習の前後で肯定的回答が有意に増加していた。全体では、質問 10項目のうち、質問４を除 

く９項目において、学習の前後で肯定的意見が有意に増加しており、授業実践前後に生徒に行っ 

たアンケート結果の分析から、３つの手立てである「単元のまとまりを重視した単元課題と各自 

の学習課題の設定」、「生徒が問いを表現する学習」、「資料読解シートの活用」は、それぞれ生徒 

が歴史的な見方・考え方を働かせることにつながり、資質・能力の育成に効果的であったと考え 

る。 

 

（２）記述アンケートの分析 

４時間の授業実践後には、授業実践前と同じアンケートに加えて、記述による３つのアンケー 

トを実施し、生徒の感想を集約した。記述による回答の傾向を把握するために、どのような言葉 

同士が関連しながら使われていたかを明らかにするテキストマイニングツール(3)にて分析を行

い、共起ネットワーク図(4)によって可視化した。共起ネットワーク図は、単語が共通に出現する

関係（共起関係）を円と線で表示しており、どのような単語が同じコメント内に出現しやすいか

                                                      

（３）自然言語解析の手法を使って、文章を単語（名詞、動詞、形容詞等）に分割し、それらの出現頻度や相関関係を分析すること。 

（４）出現パターンの似通った語、すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネットワークを図で表したもの。図中右の「Frequency」は語の出現数に応

じた円のサイズの変化を指す。 
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９ 日露戦争における日本の勝利がアジア諸国に与えた影響について説明

できる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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10 日本の帝国主義化について、自分の考えを述べることができる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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が感覚的に把握できる表現方法である。なお、「思う」「思った」という語は、多くの生徒の文末

で使用されているため、テキストマイニングの語句からは除外した。また、本分析では、全てに

ついて分析するのではなく、頻度の多い語を含む関連項目や筆者が特徴的だと判断した関連項目

を中心に分析を行った。   

 

【図 28】質問「問いを表現し、課題を追究する学習についてどのような感想をもちましたか。」 

（Ｎ＝78） 

まず、質問「問いを表現し、課題を追究する学習についてどのような感想をもちましたか。」に

対する記述をまとめた。最も多く出現したまとまりは、「自分－考える－問い－作る」であり、さ

らに「深い」といった語に関連している。生徒の感想には、「自分自身で問いを作ることで、そこ

で起こったことや状況を自分なりに深く考えることができた。」「自分で問いを作ることでさらに

学習したり、いろいろな視点で物事を考えられたりしてよかった。」といった感想の他、「考えが

深まる。」「より深く考えることができた。」という記述が多く見られた。このことは、生徒が問い

を表現する学習活動を通しながら思考を深めていることを示している。 

さらに、「主体」という語からは、「思考」や「取り組む」という語が関連しており、「主体的に

取り組めて、授業の内容も頭に入ってきた。」「理解も思考力も深まり、良い学習方法だと思った。」

といった感想があるように、問いを表現することが主体的に取り組む学習につながったと考えら

れる。このことは、「新しい－見つける－疑問」のつながりにあるような「自分たちで疑問を見つ

けて、それを解決するということが新しくてよかったと思いました。」という感想からも、問いの

語の出現数 
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表現や単元課題と各単位時間の学習課題の設定し課題を追究する学習が、学びに見通しをもたせ

思考力を養うという学習効果を生み出していたと考えられる。 

また、授業実践では、各自が問いを表現した後に、グループで問いを共有する時間を設けた。

この活動については、「難しいけれどグループで話し合うことで、いろいろな方面から見られて

よかった。」という感想に見られるように、生徒は、表現した問いについてグループで共有すると

いう対話的な学びを行うことによって、考察をさらに深めたと言える。 

 

   【図 29】質問「資料（資料読解シート）を活用して、課題を追究する学習についてどのような感

想をもちましたか。」（Ｎ＝78） 

次に、質問「資料（資料読解シート）を活用して、課題を追究する学習についてどのような感 

想をもちましたか。」についてである。まず、大きなまとまりは「資料－分かる」であり、「資料 

があると分かりやすい。」「歴史の内容が分かりやすくなるのでよかったと思う。」といった感想 

が多く見られた。これらの語に「活用－考察－多面」といった語が付随している感想も見られ、 

「資料を活用して、歴史的事象を多面的に考察することができてよかった。」「資料で得られる情 

報から考察する力が付いたと思う。」など、資料（資料読解シート）の活用は、歴史的事象を多面 

的・多角的に考察して課題を追究する学習に生かされていたと考えられる。 

また、「読み取る－力」「詳しい－知る」「頭－入る」といった関連においては、「資料の読み取 

りの力が付く。」「資料の読み取りが楽しくなった。」「資料を使うと分からないところを詳しく知 

ることができた。」「分かりやすくて頭に入りやすかった。」といった感想があり、資料（資料読解 

語の出現数 
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シート）の活用は、生徒が知識及び技能を身に付ける際の手立てとなり、さらに「自分－課題－ 

見つける」の関連からは、「自分で課題を見つけて授業を通して学ぶことはよいと思った。」とい 

う感想があり、主体的な学習にも結び付いていると捉える。 

【図 30】質問「４時間の授業実践の感想を記入して下さい。」（Ｎ＝78） 

最後に、質問「４時間の授業実践の感想を記入して下さい。」に対する記述である。すでに【図 

28】にも見られたように「自分－考える」という関連がここでも見られ、「自分なりに深く考える

力が付いた。」「自分の考えを言うのが楽しくて、頭に入ってくる感じがした。」といった感想が見

られた。一方、「問い－難しい」という語の関連も注目される。これらに関する感想としては、「問

いをたてるのは簡単ではなかったが、多くのことから考察していくのは面白いと思った。」「最初

は問いをたてることに抵抗していたが、問いの考察をして自分の理解が深められた。」「自分で問

いを作るなど、難しいなと思うところがあったが、こういう授業があったからこそ、もう少し勉

強しなくてはいけないなと思いました。」などの感想があるように、問いを表現することに対し

て、最初は難しさや戸惑いを感じていた生徒も多く見られた。このことは、授業実践１時間目の

最初の問いを作る際に、すぐにプリントに書き込むことのできる生徒が少なかったという実際の

授業の様子からも感じられることであった。 

しかしながら、生徒の感想の多くは、後半の記述（波線部）にもあるように、問いを表現する

ことについては、最初の難しさを感じているものの、一度自分の問いを表現した後は肯定的に捉

えていることが分かる。問いを表現し、他者と共有したり学習の見通しをもったりすることは、

その後の学習において資質・能力を育成することに繋がっていると言えよう。この他、「思考力が

 

語の出現数 



41 

 

とてもつく授業で楽しかったです。」「既知の内容とは違った角度から深められて、とても有意義

だと思った。」といったように、授業実践を振り返って好意的に受け止めている感想も多く見ら

れた。 

    これら３つの記述アンケートの感想から、問いの表現は、グループ学習による共有活動も含め 

て思考力、判断力、表現力の育成及び学びに向かう力の育成につながっており、また、資料（資 

料読解シート）の活用は、主に知識及び技能を深めることに効果的であったと考えられる。この 

ように「歴史総合」の授業においては、授業実践を通して行った問いの表現やグループでの共有、 

資料を追究して自分の考えをまとめるといった学習活動が、生徒の歴史的な見方・考え方を働か 

せることに有効であり、主体的・対話的で深い学びの実現を可能にすると言えよう。 

 

（３）生徒が問いを表現することの分析 

指導案を作成した筆者に加え研究協力員の授業者２名とも、これまでの授業では、生徒自らが 

問いを表現する、という学習活動を行ったことはなかった。そのため、事前打合せの段階では「授

業実践を受ける生徒は、自分で問いを表現することができるだろうか。」という不安もあり、授業

実践の前には、生徒に対して予め「歴史総合」を取り扱うことについての簡単なガイダンスを行

い、基本的な問いの表現の仕方や問いの作成例などを紹介した上で授業実践に臨んだ。 

最初の問いの表現においては、資料読解シートを用いて「列強のアジア進出を中心に見た年表」

と「列強のアジア進出の地図」を確認し、そこで見いだされる疑問や気付きを問いとして表現し

た。最初はどのようにしたらいいのか分からず、すぐには問いを表現できない生徒も見られたが、

グループ交流の時間を取り、問いを表現できた生徒が、他者へ自分の問いを伝えるなどをする中

で、それを参考にして多くの生徒は自分なりの問いを表現できるようになった。授業実践では、

２名の生徒が自分の表現した問いを下の【表４】の通り全体で発表した。 

 【表４】生徒が全体で発表した「問い」 

①列強に関する問い 

「なぜロシアはいろいろな方向に進もうとしたのか。」 

「イギリスやフランスは、なぜアジアまで進出してきたのか。」 

②日本に関する問い 

「もし日本がこの時点で東南アジアに進出しようとしていたら、どのようになっていただろ

うか。」 

 「なぜ日本は、植民地化されずにすんだのだろうか。」 

生徒による具体的な問いの発表によって、問いを表現することについての理解が全体に広がり、

２時間目の問いの表現は、より積極的に行われるようになった。授業者である研究協力員の感想

からも「最初は難しい反応を示したが、『問い』ができたことを生徒に発表させた結果、コツを掴

み、最終的に生徒記載のプリントを見ると、『問い』を書けている生徒が多かった。」という感想

が聞かれた。授業で発表された以外の、列強進出の年表と地図の読み取りから生徒が表現した問

いの一例を次頁に【図 31】として示す。 
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 【図 31】（１時間目）生徒による問いの表現の例 

２時間目は、ビゴーの風刺画３枚を使用して、日清戦争から日露戦争にかけての日本及び列強

の国際関係の変遷について確認し、そこから問いを表現した。１時間目に比べ、資料が分かりや

すいことと、一度問いの表現について全体で共有できていたこともあり、問いを表現することへ

の反応も早まっていた。２時間目において生徒が表現した主な問いの一例を下の【図 32】に示

す。 

 

  【図 32】（２時間目）生徒による問いの表現の例 

単元の最後となる４時間目には、４時間の授業を振り返った上で、新たな問いとして単元を学

習して深まった問いや次の歴史につながる問いを表現しており、一例を下の【図 33】に示す。 

（１）単元を学習して深まった問いの例 

（２）次の時代に向けての問いの例 

 

  【図 33】（４時間目）生徒による新たな問いの例 

授業実践においては、問いの考察やまとめに時間を要してしまい、最後の新たな問いについて

考察する時間を十分に確保できなかった。したがって、新たな問いを表現することができた生徒

は少なく、振り返りが充実した学習活動にならなかったことが反省点である。授業実践はここで
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終わりであったが、最後に見いだされた新たな問いのうち、【図 33】（２）次の時代に向けての問

いを次の時間の導入で生徒に提示するなどして、生徒の主体的な学びを更に深めていくことが期

待できると考える。 

 

（４）資料を活用して追究する学習活動の分析 

授業実践では、「帝国主義による列強の進出はどのように展開され、国際社会にどのような影響 

を与えただろうか。また日本はどう関わっただろうか。」という単元課題について、資料を追究す 

る学習活動を行った。 

資料読解シートでは、単元課題や各単位時間の学習課題のほか、「日清戦争の結果、新たに生じ 

た対立は何か。またそれはなぜか。」「日露戦争の両国の戦力背景からどのようなことが言えるだ 

ろうか。」など、教師からの問いかけも行い、資料を読み取って追究する学習を設けた。また、３ 

～４時間目にかけては、日本の帝国主義化について、異なる資料を基に自分の考えを３回にわた 

って考察・構想する学習に取り組んだ。１回目は、日露戦争に対するアジア諸国の指導者の発言 

集、２回目は、韓国併合に関する資料、３回目は岩倉使節団及びドイツ首相ビスマルクの発言資 

料をそれぞれ使用し、日本の帝国主義化に対する自分の考えをまとめた（自分の考え①～③）。さ 

らに、これらを振り返り、最後に「帝国主義に対する日本の対応」について、自分の考えを構想 

することを単元まとめ１とした。 

    それぞれの資料は、日本の帝国主義化を考えるにあたり、１回目と３回目の資料はやや肯定的 

に捉えられるもの、２回目の資料は否定的に捉えられるものを下の【表５】のとおり、提示した。 

 【表５】自分の考え①～③、単元まとめ１（「資料読解シート」より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考え①では、生徒の記述例として、「日本の勝利はアジアの人々に大きな刺激を与え、ア 

ジアの国々に自信をもたせることとなった。」というように、資料から読み取れる事実のみをま 

とめる記述が多く見られた。最初はこのように、日本の帝国主義化に対して肯定的なのか否定的 

なのか、生徒自身がどう判断しているのかが読み取れない記述が多く、生徒は自分の考えを明確 

に示すことが不十分であり、資料を読み取っただけの「正しいと思われる答え」に寄せてまとめ 

ようとする傾向があった。しかし、その後更に異なる資料を使用しながら考察し、自分の考えを 

構想することを続けた結果、資料から読み取れる事実のみの記述をする生徒の数は減っていき、 

最後の単元まとめ１では、全員が自分の考えを明確に示して記述することができた。その変遷を 

まとめたものが次頁の【図 34】である。 

自分の考え① 「日露戦争に対する発言集」を読んで、日露戦争における日本の勝利について

自分の考えをまとめましょう。（使用資料･･･Ｊ.日露戦争に対する発言集） 

自分の考え② 本日の資料を参考に、日本の帝国主義化に対する自分の考えをまとめましょ

う。（使用資料･･･Ｋ．①日清戦争による賠償金の使いみち、②日清戦争・日露

戦争の比較、③官営八幡製鉄所、Ｌ．ネルーの発言（続き）、旧朝鮮総督府庁

舎） 

自分の考え③ 文献資料を読んで、日本の帝国主義化に対する自分の考えをまとめましょう。

（使用資料･･･Ｎ．岩倉使節団、ビスマルクの発言） 

単元まとめ１ 自分の考え①～③を振り返り、帝国主義に対する日本の対応について、最後に

自分の考えをまとめましょう。 
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【図 34】自分の考え①～③、単元まとめ①の生徒の記述の変遷 

【図 34】に見られるように、記述の平均文字数の推移においては、①（31.6 字）→②（38.3

字）→③（47.1字）→まとめ１（81.7字）と徐々に多くなっていることも特徴的である。 

以下に示すのは、最終的に生徒が記述した単元まとめ１の抜粋である。また【表６】は、生徒

の記述の変遷の一例として、自分の考え①～③及び単元まとめ１までの同一生徒の記述の推移を

まとめたものである。 

 

 

 

【表６】同一生徒の記述の推移 

自分の考え① アジアの国々は、列強に支配されていたヨーロッパに対して下の弱いイメージ

が壊された。 

自分の考え② （日本は）アジア諸国に希望を与えたが、それは一瞬に過ぎず、逆にアジア諸

国にとっては恐れるべき相手が増えてしまった。 

自分の考え③ アジアの希望となった日本が列強と同じことをして「何してんの？」と思った

が、ビスマルクの発言から、確かに（日本が）帝国主義化して地位を得なけれ

ば、どこかに植民地されていたかもしれないと思った。 

単元まとめ１ 日本の帝国主義化は決して良いものであったとは言えないが、仕方がないこと

だと思った。大国に勝利し、列強に加わるチャンスを得た日本が、列強に加わ

っていなければ、いつ他の列強に狙われるか分からないし、国の産業も今ほど

発展していないと思う。 

上の【表６】の生徒の記述の推移を見ると、自分の考え①・②については、資料から読み取れ 

ることを述べているに過ぎず、自分の考えを述べているとは言えない。しかし、自分の考え③に 

なると日本についての自分の考え（波線部）を記述し、単元まとめ１においても日本の帝国主義 

化について自分の考え（波線部）を中心にまとめており、当時の日本を自分事と捉えて思考でき 

るように変化したことが窺えた。このように、異なる資料を用いることによって、様々な視点か 

 日本の帝国主義化（または日露戦争の勝利）について 記述の 

平均文字数 肯定的 否定的 どちらとも言えない 不明確 

自分の考え① ３人 ０人 ０人 35人 31.6字 

自分の考え② ６人 18人 １人 14人 38.3字 

自分の考え③ 31人 １人 ０人 ８人 47.1字 

単元まとめ１ 28人 ８人 ５人 ０人 81.7字 

・日本の帝国主義化は、やむを得ない結果だと思う。なぜなら、こうしなければ日本は植民地

化されてしまったからだ。日本にとって、帝国主義へと進んだことで、列強に勝利したり、

産業革命が進展したり、良い影響もあり、よかったと思う。 

・日本の帝国主義化は反対である。なぜなら、帝国主義化は、日本が植民地化されることを防

いだが、長い目で見れば最終的に第二次世界大戦の敗戦の一因になったからである。帝国主

義は押さえつけるため、当然反発もある。同様の政策を採用したドイツも結果的には負けて

いる。一方、帝国主義の選択をしなかった中国は一時分割されながらも、国家という形は失

わず、現在では大国へと成長している。 
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ら追究することは、歴史的な見方・考え方を働かせることに有効であり、深い学びにつながると 

言えるだろう。 

 

 （５）生徒による問いの表現の改善に向けて 

今回の授業実践及び生徒へのアンケートからは、生徒自らが問いを表現することは、歴史的な 

   見方・考え方を働かせる学習活動の実現に効果的であることが分かった。これまで実践したこと 

がない授業者や生徒にとっては、最初は手探りとなるかも知れないが、「歴史総合」の授業におい 

ては、問いを表現し、資料を活用して追究する学習活動は必然となる。今回の授業実践の反省と 

して、各自が表現した問いをグループで共有した際に十分に深化できなかったことや、４時間の 

まとめを行った後に十分な時間が確保できなかったために、「新たな問い」の作成が中途半端に 

なってしまったことがある。「歴史総合」においては、生徒がどのように問いを表現し、その表現 

した問いをどのように扱うかが、授業を組み立てていく上で重要なポイントとなる。新学習指導

要領における、生徒が問いを表現することやその扱いに関する内容の記載について次のとおりま

とめた。 

・歴史に対する驚きや素朴な問いが歴史学習の出発点であることを踏まえ、生徒が資料から読

み取った歴史についての事象それ自体への問いを表現する中で、学習内容に対する生徒の課

題意識を育むことが大切である。（p.129） 

・問いを表現するとは、（中略）生徒が興味・関心をもったこと、疑問に思ったこと、追究した

いことなどを見いだす学習活動を意味している。（p.141） 

・教師は生徒が考察の結果、表現した問いを、続く（２）、（３）及び（４）の学習内容への問

題意識につながるよう指導を工夫することが大切である。（p.141） 

・（１）で表現した問いを（２）以降の学習の過程において深化させたり、新たな課題（問い）

を見いだしたりするなどして、生徒の歴史学習に対する関心を高め、課題意識を醸成し、生

徒の新たな学びに向かう姿勢を育んでいくことが大切である。（p.142） 

                         （「解説」（2018）p.129、pp.141-142） 

生徒が表現した問いを、その後具体的にどのような場面で扱うのか、問いに対する解決をどの 

ようにするのか等については、新学習指導要領には明記されておらず、授業者にゆだねられてい 

ると考えられる。示されている点としては、「課題意識を育むこと」、「問題意識につながるよう指 

導を工夫すること」、「生徒の歴史学習に対する関心を高め、課題意識を醸成し、生徒の新たな学 

びに向かう姿勢を育んでいくこと」が大切である、ということである。 

次に、新学習指導要領で、課題（問い）の設定、問いの表現、主題の設定がどのように示され 

ているかを次頁【図 35】に一覧としてまとめた。 
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【図 35】課題（問い）の設定、問いの表現、主題の設定のまとめ 

生徒が問いを表現するのは、大項目Ｂ、Ｃ及びＤの（１）とされている。また、大項目Ｄの「（４） 

現代的な諸課題の形成と展望」は、科目のまとめ的位置付けとされており、生徒各自が主題を設 

定し、諸資料を活用して探究する活動が行われる。主題の設定は、これまでの学習を踏まえて生 

徒がそれぞれの興味・関心に基づいて自ら行う。その際、新学習指導要領においては、その取り 

扱いを次のように示している。 

なお、主題の設定に当たっては、大項目Ｂ、Ｃ及びＤの（１）で生徒が表現した問いや、大項

目Ｂ、Ｃ及びＤの（２）及び（３）の学習が進む中で見直した問いや新たに生まれてきた問い

を振り返らせることが大切である。                 

（「解説」（2018）p.182） 

    生徒は大項目Ｂ～Ｄの各（１）においてそれぞれ問いを表現しており、「歴史総合」の最後の大

項目Ｄ（４）において生徒自らが主題を設定するまでには、合わせて３回問いを表現しているこ

とになる。表現された問いは、授業を進めていく中で見直されたり、新たに生まれたりするもの

であり、振り返りによって問いは深化し、その数も増えていくものと考えられる。このように問

いを表現したり深化させたりすることを繰り返すことが、大項目Ｄ（４）の生徒が設定する主題

について多面的・多角的に考察、構想することを促し、現代的な諸課題の解決につながっていく

であろう。「歴史総合」の授業を開始するに当たっては、１年間の授業のゴールとなる大項目Ｄ

（４）における生徒自らが設定する主題を想定した上で、Ｂ～Ｄ（１）の生徒の問いの表現を促

せるよう、授業者は長期的な見通しをもつことが必要である。 

    授業実践でも明らかになったように、問いを表現することによって、生徒は学習の見通しをも 

ち学習内容の問題意識を明確にすることが可能となり、主体的な取組につながっていく。また、 

大項目 中項目 教 師 生 徒 

Ａ （１） 課題（問い）の設定  

（２） 課題（問い）の設定  

Ｂ （１）  問いを表現する 

（２） 課題（問い）の設定  

（３） 課題（問い）の設定  

（４） 主題の設定、問いの設定 （問いの設定も可） 

Ｃ （１）  問いを表現する 

（２） 課題（問い）の設定  

（３） 課題（問い）の設定  

（４） 主題の設定、問いの設定 （問いの設定も可） 

Ｄ （１）  問いを表現する 

（２） 課題（問い）の設定  

（３） 課題（問い）の設定  

（４）  主題の設定 

諸資料を活用し探究する活動 
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授業実践前後の生徒へのアンケート調査の結果からも、問いを表現することは、３つの資質・能 

力の育成に有効であることが分かった。生徒は、学習を進めながらすでに持っている知識に新た 

に学習した知識や理解が加わり、それらを関連付けて振り返ることで、さらに新たな気付きが生 

じる。その結果、振り返りによって深化した自分の表現した問いは、現代的な諸課題の形成に関 

わる近現代の歴史を考察、構想する際の貴重な「種」となるであろう。 

しかしながら、授業を通じて知識を再構成し、振り返った際に自分の表現した問いの答えを追 

究したものの、その答えを必ずしも学習した中ですぐに見いだせるとは限らない。その際は、「自 

分の問いが、歴史を考察、構想する際に追究しがいのある妥当な問いであったかどうか。」、「自分 

の問いを追究するには、他にどのような資料が必要となるか。」などを振り返らせるようにする 

ことが、新たな問いや気付きにつなげる手立てになると考えられる。 

    生徒が表現した問いは、授業を通じながら考察することで深化し、振り返って検証され、新た

な気付きから次の問いの表現につながる、というサイクルとして捉えることができる。これら一

連の思考を下の【図 36】のように表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 36】問いのサイクル ※筆者作成 

過去から現在にかけて、らせん状の繰り返しを積み重ねていくことにより、現代的な諸課題に

対しても、授業で鍛えられた歴史的な見方・考え方を働かせることによって、多面的、多角的な

考察、構想が可能となる。生徒が問いを表現し、資料を追究する授業は、歴史的な見方・考え方

を働かせるための有効な手立てとなり、「広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力の育成」

につながると考える。次頁【図 37】は、問いの表現を大項目Ｂ～Ｄのまとまりにおいて使用する

ことを想定して作成したシートの一例である。 

 

 

 

 

振り返って検証 

学習の過程で深化 

新たな気付き 

問いを表現 

問いを表現 

学習の過程で深化 

振り返って検証 

新たな気付き 

問いを表現 

過去 

現代的な

諸課題 
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【図 37】問いの考察シート（一例） 

 

              組  番 名前 

大項目 Ｂ 近代化と私たち 

中項目 （１） 近代化への問い 

単元主題 

『産業社会と国民国家の形成は、人々の生活や社会の在り方をどのように変えたか。』 

自分で表現した問い 

 

 

 

深化した問い 

 

 

 

問いの考察 

中項目（２）学習後の振り返り 

 

 

 

中項目（３）学習後の振り返り 

 

 

 

 

中項目（４）主題 「（例）貿易を巡る国内や国家間の対立」（自由と制限の観点） 

      問い 「（例）貿易を巡る問題が、なぜ国論を二分したり戦争へ発展したりするの 

          だろうか」 

 

新たな問い 

 

 

 

 

生徒が資料を活用して見いだした疑問を問いで表現する。 

グループ学習や資料の活用などにより最初の問いを検証し続け、問いを深化させる。 

問いに対する考察を行う。 

問いに対する考察を行う。 

中項目（４）の主題を基にした問いを検証する。 

※内容によっては別紙とする。 

 

問いに対する考察を行い、新たな問いを見いだす。 
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Ⅷ 研究のまとめ 

１ 全体考察 

  本研究は、令和４年度から始まる新科目「歴史総合」において、生徒の公民としての資質・能力 

を育むための授業の在り方を示すことで、地理歴史科の授業の充実に資することを目的としたもの 

であり、生徒が歴史的な見方・考え方を働かせる授業実践を提案した。生徒の歴史的な見方・考え 

方を働かせる手立てとして、単元のまとまりを重視した単元課題と各単位時間の学習課題を設定し 

た上で、生徒が問いを表現し、資料を活用して追究することを重視した学習指導案を作成した。 

 本県の歴史科目（日本史・世界史）担当教員を対象としたアンケートからは、新科目「歴史総合」

において、教科書等が明らかになっていない現時点では、資料の提示や課題（問い）の設定につい

て難しさを感じている教員も多く、授業そのものに対する不安も挙げられており、授業実践とその

検証の必要性が高まっていることが分かった。 

 生徒の授業前後のアンケート調査の集計及び分析、記述アンケートに対するテキストマイニング

ツールによる分析、資料読解シートに対する生徒の記述内容の読み取りなどの検証結果から、生徒

が問いを表現し、資料を活用して追究する授業を通しながら、生徒は歴史的な見方・考え方を働か

せた学習活動を行っていたと判断できる。問いの表現や資料を追究して自分の考えをまとめる学習

活動については、主体的に取り組む姿勢も見られ、思考力、判断力を養う深い学びにつながったと

捉えられる。また、授業実践において、生徒が表現した問いや自分の考えについてグループ学習を

通じて意見交換したり、全体で発表したりする対話的な学習活動は、表現力を養うことにもつなが

った。知識伝達中心の講義型の授業では限界がある「主体的・対話的で深い学び」は、新科目「歴

史総合」の授業において、歴史的な見方・考え方を働かせる学習指導の手立てを有効にすることで

十分実現できると考える。 

 しかし、問いの表現や資料を追究する学習活動は、今回の授業実践で行ったことだけでは十分と

言えず、３つの資質・能力を育成するための工夫・改善はこれからも続くものである。今後、県内

でも様々な実践が行われ、歴史科目の授業における多様な学びが、予測困難な時代に対応できる生

徒の資質・能力の育成につながっていくことを期待し、本研究がそのための契機となることを願っ

ている。 

 本研究のまとめとして、以下に成果と課題を述べる。 

   

２ 研究の成果 

（１）新科目「歴史総合」の授業を想定した授業実践を通して、本県の歴史科目担当教員に、歴史的 

な見方・考え方を働かせる授業の在り方を示すことができた。 

（２）単元課題と学習課題を設定したことにより、生徒の課題を追究する意識の向上や主体的な学習 

態度に結び付いた。 

 （３）生徒が問いを表現し、グループ学習を通じて問いを共有することは、学習に対する見通しと課 

題意識をもつことにつながった。こうした学習活動が、主体的・対話的で深い学びを実現し、思 

考力、判断力、表現力等の育成に効果的であることが明らかになった。 

 （４）資料読解シートを使用して、資料から読み取った情報を基に歴史的事象を多面的・多角的に考

察・構想することは、歴史的事象に対する知識と資料を読み取る技能の習得に効果的であり、思

考力、判断力の育成につながった。 
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 （５）（１）～（４）の成果により、「歴史総合」の授業においては、知識の伝達や教え込みに主眼を

置く通史学習による授業から脱却し、生徒が問いを表現して問題意識をもち、資料の読み取りや

他者との会話を進めながら歴史的事象を考察・構想し、課題の追究や解決に向かう主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善が期待できることが明らかとなった。 

 

３ 今後の課題 

 （１）現時点で教科書、資料集が明らかになっておらず、問いを表現するための材料となる資料が、

教科書に掲載されているもので十分足り得るかが把握できていない。もし、必要な資料を教員が

準備することになれば、生徒の思考を促す適切な資料をどのように収集して生徒に提供していく

かなど継続して研究する必要がある。 

 （２）授業を行った研究協力員から、「生徒の意見を引き出すことを尊重しすぎると、本来の授業の内 

容や世間一般的な考えから逸脱してしまう。」という感想が聞かれた。決められた内容を時間内

に伝達するという授業とは違い、授業者にとっては、生徒の多様な考えを引き出し、まとめると

いった授業をコントロールするファシリテーターとしてのスキルがこれまで以上に必要になる

と考えられる。 

 （３）今回の授業実践は４時間で一部を扱ったものであったが、授業者は「歴史総合」の授業を始め

るに当たって、生徒の問いの表現や資料の追究の仕方に十分な見通しをもち、内容や項目のつな

がりに留意した系統的な授業計画（シラバス）を作成する必要がある。 

（４）資料を活用して追究する授業を実践する上で、ＩＣＴの活用は、生徒の学習の幅を広げるとと

もに主体的に取り組む学習に効果的であり、授業の魅力を高めることが期待できることから、「歴

史総合」の授業においても活用を進めていきたい。 

 

 

 ＜おわりに＞ 

  この研究を進めるに当たり、ご協力下さいました授業実践校の生徒のみなさんに心からお礼申し上

げます。また、研究協力員としてご協力いただきました先生方に感謝申し上げます。 
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